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　10月26日㈬、郷土資料館で『若草小学校体験
学習』が行われ、児童57人がお米の脱穀や精米、
石臼を使ったきなこ作りを体験しました。
　脱穀したもみをすり鉢ですって玄米にする作
業では「初めてお米が出来上がるまでを体験し
たのでとても楽しいね」と子どもたちが笑顔で
話していました。

昔の暮らしを体験しよう
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わたしたちの大切な水道
～水道事業会計の財政公表～

　財務諸表　 　予算執行状況（９月30日現在）

　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆さんが納入する水道料金などを
財源として、毎年度、水道施設の整備を行っています。
　今号では、平成28年度の予算執行状況などについてお知らせします。

損益計算書  
　収入は、営業収益４億2,328万円、営業外収益
1,609万円の合計４億3,937万円となりました。
　これに対し支出は、営業費用３億1,425万円、
営業外費用4,415万円の合計３億5,840万円となり、
純利益は8,097万円となりました。【表３】

貸借対照表  
　資産は、前年度同時期（78億9,242万円）に比べ
8,502万円増加しています。負債は、前年度同時期
（50億4,939万円）に比べ2,420万円減少しています。
　資本は、前年度同時期（28億4,303万円）に比
べ１億922万円増加しています。【表４】

収益的収支  
　収入は、水道料金収入が主で、執行率は47.8㌫
となっています。
　一方、支出は、年度末に経理を行う減価償却費
などの経費があることから、執行率は21.7㌫と
なっています。【表１】

資本的収支  
　収入は、予算の大部分が借入金などで、年度末
の収入となるため、現在の執行はありません。
　一方、支出は、配水管の整備事業や水道メー
ターの購入、借入金の償還などにより執行率は
40.9㌫となっています。【表２】

【表１】
科　　目 予算額 執行額 執行率

収
　
入

水道料金 8億8,325万円 4億4,788万円 50.7%
受託工事収益 1,977万円 734万円 37.1%
その他営業収益 2,064万円 174万円 8.5%
営業外収益 3,314万円 7万円 0.2%
特別利益 0万円 0万円 0.0%

計 9億5,680万円 4億5,703万円 47.8%

支
　
出

委託費 1億6,210万円 5,983万円 36.9%
人件費 1億2,888万円 5,136万円 39.8%
支払利息 8,951万円 4,414万円 49.3%
減価償却費 3億3,207万円 0万円 0.0%
資産減耗費 1,731万円 0万円 0.0%
維持管理費等 1億4,843万円 3,537万円 23.8%

計 8億7,830万円 1億9,070万円 21.7%

【表２】
科　　目 予算額 執行額 執行率

収
　
入

企業債 2億9,590万円 0万円 0.0%
工事負担金 1,000万円 0万円 0.0%
他会計補助金 40万円 0万円 0.0%

計 3億630万円 0万円 0.0%

支
　
出

工事請負費 2億4,942万円 7,484万円 30.0%
企業債償還金 2億6,904万円 1億3,378万円 49.7%
人件費 3,006万円 986万円 32.8%
量水器購入費 5,661万円 4,797万円 84.7%
修繕費 804万円 381万円 47.4%
委託費 1億93万円 2,379万円 23.6%
その他経費 730万円 80万円 11.0%

計 7億2,140万円 2億9,485万円 40.9%

【表３】
収益の部 費用の部

営業収益 4億2,328万円 営業費用 3億1,425万円
給水収益 4億1,474万円 原水及び浄水費 7,003万円
受託工事収益 679万円 配水及び給水費 1,210万円
その他営業収益 175万円 受託工事費 18万円
営業外収益 1,609万円 業務費 267万円
受取利息及び配当金 0万円 総係費 330万円
長期前受金戻入 1,602万円 職員給与費 5,136万円
雑収益 7万円 減価償却費 1億6,601万円

資産減耗費 860万円
営業外費用 4,415万円
支払利息及び
企業債取扱諸費 4,415万円
雑支出 0万円

収益合計 4億3,937万円 費用合計 3億5,840万円
中間純利益 8,097万円
【表４】

資産の部 負債の部
固定資産 73億8,847万円 固定負債 40億6,318万円
有形固定資産 73億8,847万円 企業債 40億6,318万円
流動資産 5億8,897万円 流動負債 2億2,593万円
現金預金 4億8,707万円 企業債 1億3,526万円
未収金 7,879万円 未払金 0万円
※貸倒引当金除く 前受金 27万円
貯蔵品 43万円 その他流動負債 9,040万円
前払金 438万円 繰延収益 7億3,608万円
その他流動資産 1,830万円 長期前受金 16億8,332万円

収益化累計額 △9億4,724万円
負債合計 50億2,519万円

資本の部
資本金 22億2,078万円
剰余金 7億3,147万円
資本剰余金 1,965万円
利益剰余金 7億1,182万円
資本合計 29億5,225万円

資産合計 79億7,744万円 負債資本合計 79億7,744万円

2� 水道事業会計の財政公表
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出典：登別市水道事業ビジョン資料より
一日最大給水量（実績） 一日最大給水量（推計） 給水人口（実績） 給水人口（推計）

＜平成17年度＞
給水人口
一日最大給水量

：52,672人
：16,915㎥/日

＜平成26年度＞
給水人口
一日最大給水量

：49,504人
：15,434㎥/日

＜平成37年度＞
給水人口
一日最大給水量

：44,820人
：13,790㎥/日

＜平成42年度＞
給水人口
一日最大給水量

：42,220人
：12,830㎥/日
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※H28は予算額

※H31年度以降、内部留保資金が底を突く
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-130 -223 -335 -459
-642 -753 -845 -938 -1083-1197-1268-1331

水道事業会計の財政公表

　水道事業の現状　
用語解説

問い合わせ
水道グループ
 （☎�５５０１）

水需要の動向  
　平成17年度の給水人口は、５万2,672人でしたが、徐々に減少し、平成26年度に
は４万9,504人まで減少しています。
　この人口減少は、平成27年度以降も続き、平成37年度には４万4,820人となる見
通しです。
　また、一日最大給水量も、給水人口の減少に伴い、グラフ①のとおり減少傾向を
示す見通しとなります。

○収益的収支
　年度内に発生す
ると見込まれる全
ての収益とそれに
対応する全ての費
用のこと。

○資本的収支
　施設の整備や企
業債の償還元金な
どの支出、これに
要する資金として
の企業債収入のこ
と。

○損益計算書
　企業の経営成績
を明らかにするた
め、一会計期間に
属する全ての収益
とこれに対応する
全ての費用を記載
し、純利益を表示
したもの。

○貸借対照表
　企業の財政状態
を明らかにするた
め、保有する全て
の資産、負債、資
本を表示したもの。

○内部留保資金
　減価償却費など、
実際にお金の支出
がない費用計上に
よって生じた資金
のこと。

水道施設  
　登別温泉浄水場、幌別浄水場ともに建設後50年以上が経過しているため、老朽化
が著しく、平成27年度に実施した水道施設耐震１次診断の結果、大規模な地震にお
いて被害の可能性が高い施設となっていることから、安定給水を行うためには、早
急に施設更新を行う必要があります。
　また、配水池や管路についてもすでに耐用年数を超えている施設があり、今後も
増加することから、更新需要が高くなる見込みですが、緊急度や優先度を考慮しつ
つ、事業費の平準化を図りながら、施設更新を行う必要があります。

水道経営  
　現在の経営状況において、給水人口の減少により料金収入が減少する見込みのな
か、必要な施設整備などを進めていくと赤字経営になり、グラフ②のとおり内部留
保資金が底を突く見通しとなります。
　この対策として、企業債借入額や施設整備費用の抑制、また、水道料金の見直し
などの検討を進めています。

グラフ①　一日最大給水量・給水人口

グラフ②　内部留保資金

3 水道事業会計の財政公表



下水道事業会計
の

財政公表

収支差し引き　583,594

収入
1,400,529

一般会計から
874,000

その他の収入
226,617

下水道収入
299,912

施設管理費
121,365 その他の支出

179,922

減価償却費
491,492職員給与費

24,156

816,935
支出

　
下
水
道
事
業
で
は
、
汚
水
を
適
切
に
処
理
し
、
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水

災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
の
使
用
料
や
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金
な
ど
に
よ
り
、

下
水
道
や
浄
化
槽
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
下
水
道
事
業
の
平
成
28
年
度
上
半
期
に
お
け

る
経
営
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
排
出
す
る
汚
水
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
主
に
市
街
地
（
下
水
道
管

調
整
区
域
）
で
汚
水
管か

ん

渠き
ょ

（
し
尿
や
生
活

排
水
を
流
す
下
水
道
管
）
や
終
末
処
理
場

『
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
』
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
雨
水
の
浸
水
対
策
と
し
て
、

雨
水
管
渠
（
雨
水
を
流
す
下
水
道
管
）
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
で
は
、
公
共

下
水
道
事
業
で
汚
水
管
渠
を
整
備
す
る
以

外
の
地
域
を
対
象
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

希
望
に
応
じ
て
、
各
家
庭
に
浄
化
槽
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

水
洗
化
率
は
増
加
、

浄
化
槽
設
置
基
数

は
増
減
な
し

平成28年９月末時点における公共下水道の整備状況

区　　分 平成28年
３月末

平成28年
９月末

平成28年度
上半期増減

水洗化人口 41,110人 41,389人 279人

水洗化率 86.6％ 87.2％ 0.6％
※�水洗化人口は下水道計画区域内の水洗化人口、水洗化率は当該数値を平成28年３
月末時点の供用開始人口（47,483人）で除した数値です。

平成28年９月末時点における浄化槽の設置基数

区　　分 平成28年
３月末

平成28年
９月末

平成28年度
上半期増減

設置基数 66基 66基 0基
※�設置基数には、個別排水処理施設事業開始以前に利用者が設置し、事業開始後に
市が受贈したものを含みます。

平成28年度上半期の損益
（単位：千円）

平
成
28
年
度
上
半
期
の

純
利
益
は
約
５
億
８
千
万
円

概況

経理

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
９
０
５
２
）

■�下水道収入：利用者からの使用料
■�一般会計から：一定のルールに基づい
て一般会計から下水道事業に支出され
る繰入金
■�その他の収入：資産の取得に用いた補
助金などを、減価償却に伴って収益と
して計上したお金

■�施設管理費：下水道管や若山浄化セン
ターの維持経費

■�職員給与費：職員の人件費
■�減価償却費：長期間使用する資産の取
得費を使用期間中の費用として計上し
たお金など

■�その他の支出：過去の借金の利息など

4� 下水道事業会計の財政公表



　
下
水
道
事
業
の
予
算
は
、
施
設
の
維
持
管
理
等
を
行
う
た
め
の
『
収
益
的
収
支
』

（
表
２
）
と
、
新
た
な
施
設
の
整
備
や
既
存
施
設
の
更
新
を
行
う
た
め
の
『
資
本
的

収
支
』
（
表
３
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
『
損
益
計
算
書
』
（
表
１
）
は
、
『
収
益
的
収
支
』
（
表
２
）
か
ら
仕
入
や
売
上

に
係
る
消
費
税
を
控
除
し
て
作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
期
間
に
お
け
る
企
業
の

経
営
成
績
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
自
体
の
経
営
成
績
を
示
す
営
業
利
益
は
、
約
３
億
４
千
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
営
業
外
利
益
を
加
え
た
純
利
益
は
約
５
億
８
千

万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
・
資
本
的
収
支
・
損
益
計
算
書

に
つ
い
て

『収益的収支』
下水を処理するための収入と支出

『資本的収支』
下水道施設などを整備するための
収入と支出

表１：平成28年度上半期における損益計算書� （単位：千円）
科　　目 収益／費用 損　　益

営業収益 299,980
下水道使用料 299,912
一般会計負担金 0
その他 68

営業費用 637,548
職員給与費 24,156
施設管理費 121,365
減価償却費 491,492
その他 535

営業利益 ▲�337,568
営業外収益 1,100,549
一般会計補助金 874,000
長期前受金戻入 220,149
その他 6,400

営業外費用 179,387
支払利息 179,387
その他 0

営業外利益 921,162
経常利益 583,594
特別損失ほか 0 0
期間純利益 583,594
※�減価償却費及び長期前受金戻入は当初予算計上額のうち上半期相
当分を計上しています。

表２：平成28年度上半期における収益的収支� （単位：千円）

収
　
入

科　目 予算額 執行額 執行率
営業収益 700,113 323,972 46.3%
下水道使用料 640,620 323,904 50.6%
一般会計負担金 59,308 0 0.0%
その他 185 68 36.8%

営業外収益 1,174,687 880,354 74.9%
一般会計補助金 708,708 874,000 123.3%
長期前受金戻入 440,298 0 0.0%
その他 25,681 6,354 24.7%
合　計 1,874,800 1,204,326 64.2%

支
　
出

科　目 予算額 執行額 執行率
営業費用 1,482,845 346,026 23.3%
職員給与費 69,226 24,166 34.9%
施設管理費 352,630 292,977 83.1%
減価償却費 982,983 0 0.0%
その他 78,006 28,883 37.0%

営業外費用 390,345 182,588 46.8%
支払利息 369,079 179,392 48.6%
その他 21,266 3,196 15.0%

特別損失ほか 1,510 0 0.0%
合　計 1,874,700 528,614 28.2%

表３：平成28年度上半期における資本的収支� （単位：千円）

収
　
入

科　目 予算額 執行額 執行率
企業債 838,600 0 0.0%
負担金 13,910 4,552 32.7%
受益者負担金・分担金 7,886 4,552 57.7%
一般会計負担金 6,024 0 0.0%

補助金 365,090 106,500 29.2%
一般会計補助金 152,890 106,500 69.7%
国庫補助金 212,200 0 0.0%
合　計 1,217,600 111,052 9.1%

支
　
出

科　目 予算額 執行額 執行率
建設改良費 605,022 276,551 45.7%
企業債償還金 1,195,878 596,891 49.9%
その他 1,500 0 0.0%

合　計 1,802,400 873,442 48.5%

詳細

▲�市内の下水処理を行っている『若山浄
化センター』

▲�下水道事業では、雨水の浸水対策とし
て雨水管渠の整備も行う

下水道事業会計の
財政公表
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5.98 9.36

3.76
1.92

3.77
1.82

0.33 0.29 0.33 0.29

平成30年度
収入支出

平成31年度
収入支出

平成32年度
収入支出

平成33年度
収入支出

平成34年度
収入支出

平成35年度
収入支出

平成36年度
収入支出

平成37年度
収入支出

平成38年度
収入支出

平成39年度
収入支出

平成40年度
収入支出

億円

資
本
的
収
支
単
体
で
見
る
と
赤
字
が

生
じ
ま
す
。

　
収
益
的
収
支
で
は
、
下
水
道
管
や

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
必
要
な
支

出
と
利
用
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
使
用

料
な
ど
の
収
入
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
支
の
結
果
は
、
特
定
の

会
計
期
間
の
経
営
成
績
を
表
す
損
益

計
算
書
と
し
て
ま
と
め
、
安
定
的
に

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
経

営
状
況
に
あ
る
か
を
測
り
ま
す
。

　
収
入
の
う
ち
、
使
用
料
は
人
口
減

少
の
影
響
な
ど
か
ら
年
々
減
少
し
、

経
費
の
一
部
を
国
の
定
め
る
ル
ー
ル

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
地
方
自
治

体
が
経
営
す
る
企
業
（
以
下
、
公
営

企
業
）
と
し
て
、
民
間
企
業
に
準
じ

た
会
計
基
準
に
よ
り
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
公
営
企
業
で
は
、
施
設
の
維
持
管

理
な
ど
を
行
う
た
め
の
収
益
的
収
支

と
、
新
た
な
施
設
の
整
備
や
既
存
施

設
の
更
新
を
行
う
た
め
の
資
本
的
収

支
に
分
け
て
経
理
を
行
っ
て
お
り
、

下
水
道
事
業
経
営
戦
略
（
以
下
、
経

営
戦
略
）
に
お
い
て
も
、
収
益
的
収

支
、
資
本
的
収
支
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営

見
通
し
を
ま
と
め
ま
し
た
。

に
基
づ
き
税
金
で
賄
う
一
般
会
計
繰

入
金
も
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
低
下

に
よ
り
年
々
減
少
す
る
見
込
み
で
す

が
、
表
①
の
と
お
り
、
今
後
12
年
間

収
益
的
収
支
の
見
通
し

経
営
見
通
し
に
つ
い
て

下水道事業のこれから
～下水道事業経営戦略と下水道使用料の改定～

表①　今後12年間の収益的収支（損益計算書）の見通し

　市の下水道事業は、昭和56年度から下水道管の整備を始め、平成２年度から汚水の処理を開始しました。
　現在は、市内の４万１千人以上の方が下水道を利用していますが、今後は、人口減少の影響などにより、
下水道使用料収入が減少し、下水道事業の経営に影響が出てくるものと予想されます。
　こうした中、市は、厳しい経営環境の中でも、市民の皆さんに安定して下水道サービスを提供できるよ
う、平成40年度までの12年間の経営見通しと安定経営に必要な取り組みを『下水道事業経営戦略』として
まとめました。
　今号では、『下水道事業経営戦略』の概要と同戦略に基づき検討した下水道使用料の改定についてお知
らせします。

の
収
益
的
収
支
（
損
益
計
算
書
）
の

見
通
し
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
40
年
度
ま
で
は
利
益
を
確
保
で
き

る
見
込
み
で
す
。

6� 下水道事業のこれから

今後12年間を見据えて
下水道事業のこれから
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-10.00

-9.00

-8.00

-7.00

-6.00

-5.00

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00
0.99 0.88 0.57

0.01

-0.85 -1.87
-3.11

-4.47
-6.03

-7.78

-9.71

-11.75

平成2
9年度

平成3
0年度

平成3
1年度

平成3
2年度

平成3
3年度

平成3
4年度

平成3
5年度

平成3
6年度

平成3
7年度

平成3
8年度

平成3
9年度

平成4
0年度

億円

　
赤
字
が
生
じ
る
資
本
的
収
支
に
対

し
、
現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価

資
本
的
収
支
単
体
で
見
る
と
赤
字
が

生
じ
ま
す
。

償
却
費
な
ど
の
経
費
が
計
上
さ
れ
る

収
益
的
収
支
は
、
必
ず
現
金
の
余
剰

が
生
じ
、
資
本
的
収
支
の
赤
字
は
そ

れ
ら
の
現
金
余
剰
額
で
補
填
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
②
の
資
本
的
収
支
と
収
益
的
収

支
を
合
わ
せ
た
今
後
12
年
間
の
資
金

状
況
の
見
通
し
を
見
る
と
、
平
成
32

年
度
ま
で
は
資
金
が
確
保
さ
れ
る
も

の
の
、
平
成
33
年
度
以
降
は
資
金
不

足
と
な
り
、
平
成
40
年
度
の
累
積
不

足
額
は
11
・
75
億
円
に
達
す
る
見
込

み
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
下
水
道
事
業
の
経
営

健
全
化
策
と
し
て
、
経
費
の
圧
縮
や

不
採
算
地
区
の
事
業
見
合
わ
せ
な
ど

を
進
め
て
い
く
も
の
の
、
下
水
道
使

用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
今
年
度
は

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で

の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

検
証
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
も
経
費
の

削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

の
、
平
成
33
年
度
か
ら
資
金
不
足
が

生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
使
用

料
引
き
上
げ
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
34
年
度
以
降
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
汚
水
量
の
低
下
な
ど

に
よ
り
、
さ
ら
に
多
額
の
資
金
不
足

が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
大

き
な
引
き
上
げ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
可
能
性
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
市

民
生
活
に
影
響
を
与
え
ま
す
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
後
年
度
に
大
き
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
も
支
障
を
来
す

　
本
年
度
策
定
し
た
経
営
戦
略
は
、

今
後
４
年
ご
と
に
内
容
を
更
新
す
る

予
定
で
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
検
証
の
結
果
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

社
会
経
済
情
勢
や
市
民
生
活
に
与
え

る
影
響
、
将
来
の
経
営
見
通
し
な
ど

も
勘
案
し
、
使
用
料
の
改
定
を
行
う

か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
現
在
の
下
水
道
使
用
料
は
平
成
10

年
度
に
改
定
し
た
金
額
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
、
経
費
の
削
減
に
努
め
な
が

ら
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
安
定

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
使
用

料
が
適
切
な
水
準
に
あ
る
か
検
証
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
め
、
市
は
、
平
成
30
年
に
下
水
道

使
用
料
の
引
き
上
げ
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
引
き
上
げ
幅
や
引
き
上
げ
時
期
に

つ
い
て
は
、
市
の
考
え
方
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
平
成
29
年
１
月
以
降
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
行
う

予
定
で
す
。

　
説
明
会
の
開
催
日
程
は
、
広
報
の

ぼ
り
べ
つ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町

内
会
の
回
覧
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
ま
た
、
方
針
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
代
表
や
専
門
的
知
識
を
も

つ
方
を
中
心
に
組
織
す
る
『
下
水
道

事
業
運
営
審
議
会
』
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
市
議
会
に
も
意
見
を
伺
う

予
定
で
す
。

　
今
後
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全
化

の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
特
に
、
使
用
料
の
改
定
に

つ
い
て
は
、
審
議
会
や
市
議
会
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、
よ
り
良
い
結
論

を
出
す
と
と
も
に
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
で
は
、
設
備
投
資
に

関
す
る
支
出
と
そ
の
財
源
（
借
入
金

や
国
か
ら
の
補
助
金
）
が
計
上
さ
れ

る
ほ
か
、
過
去
の
借
金
の
元
本
返
済

金
も
支
出
と
し
て
計
上
さ
れ
る
た
め
、

資本的収支と収益的収支を合わせた
今後12年間の資金状況の見通し表②

下
水
道
使
用
料
の
検
証

下
水
道
使
用
料
の
改
定

資
本
的
収
支
の
見
通
し

資
金
状
況
の
見
通
し
と

今
後
の
課
題

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
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下水道事業のこれから



平
成
28
年
度
第
３
回

 
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

新生 新生町
２丁目 一般世帯 1－306 3階・3DK（64.8） 16,800～33,100

桜木 桜木町
４丁目 一般世帯

6－648 4階・3LDK（79.0） 26,000～51,000

7－724 2階・3LDK（79.0） 26,200～51,400

7－733 3階・3LDK（79.0） 26,200～51,400

8－848 4階・3LDK（79.0） 26,400～51,800

柏葉 柏木町
４丁目

高齢・身障世帯 2－212 1階・3LDK（68.7） 18,300～35,900

一般世帯 3－321 2階・3LDK（66.0） 17,800～35,000

柏木 柏木町
１丁目

一般世帯 10－1036 3階・3DK（63.6） 15,600～30,800

高齢・身障世帯 11－1116 1階・3DK（60.1） 14,800～29,100

緑ヶ丘 常盤町
３丁目 一般世帯

1－124 2階・3LDK（66.5） 19,600～38,500

3－322 2階・3LDK（66.4） 20,100～39,500

5－534 3階・3LDK（66.4） 20,600～40,500

千歳 千歳町 
１丁目 一般世帯 2－234 3階・3LDK（65.9） 18,100～35,600

幌別東

幌別町
８丁目

子育て世帯 76R2－303 3階・3DK（58.9） 14,200～27,800

幌別東
１号棟

高齢・身障世帯 1－111 1階・3LDK（79.8） 27,000～53,000

一般世帯 1－210 2階・2DK（63.5） 21,500～42,200

子育て世帯 1－401 4階・2DK（63.5） 21,300～41,800

一般世帯 1－404 4階・3LDK（79.6） 26,700～52,400
※募集区分は、『入居申込みのしおり』で確認してください。

◇
申
込
資
格

◦�

家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚
約
中
の

場
合
を
含
む
）

◦�

持
ち
家
の
な
い
方

◦�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
　

な
い
方

◦�

収
入
基
準
を
満
た
し
、
そ
れ
を
証
　

明
で
き
る
方

◦�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

◦�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◇
収
入
基
準

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
と
各
控
除
に
よ
り
計
算
し

ま
す
。

◇
申
込
方
法

　�

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
に

12
月
１
日
㈭
か
ら
設
置
す
る
『
入

居
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　�
な
お
、
申
込
時
に
入
居
資
格
審
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
建

築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
で
配

布
す
る
『
入
居
申
込
み
の
し
お
り
』

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
日
時

　�

12
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮
９
時
～
17

時
30
分

◇
抽
選
日
時
・
場
所

　
12
月
19
日
㈪
10
時
・
市
民
会
館

◇
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

　�

平
成
29
年
２
月
１
日
㈬
９
時
～
16

時
30
分
・
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

区　　分 収入月額
入居者または同居者に障がい
がある方
（障がいの程度に基準があり
ます）

214,000円
以下入居者が60歳以上で同居者

のいずれもが60歳以上また
は18歳未満の方
小学校就学前の子どもがいる
世帯

上記以外の方 158,000円
以下

◦�

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
と
き
は
、
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
（
抽
選
会
に

参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

◦�

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
・
猫
な

ど
は
飼
え
ま
せ
ん
。

8� 平成28年度第３回市営住宅の入居者を募集します
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JR 登別駅方面

登別
温泉街

JHCO登別病院

クスリ
サンベ

ツ川

登別温泉団地
2号棟

登別温泉団地
1号棟

幌別東団地76Ｒ２号棟303号室で選択できるオプション改修

A
洗面台をシャンプードレッサーに変更する
ほか、全ての蛇口からお湯を利用できる給
湯設備に変更

お風呂の壁と床を、コンクリートからパネ
ル張りなどに変更

和室１室を畳からクッションフロアに変更 靴の収納容量を多くするため、全面を下駄
箱に変更

居間で訪問者を確認することができるカメ
ラ付きインターホンを設置

全室にＬＥＤ照明器具を設置

洋室に洗濯物を干せるよう、物干しポール
を掛けられる器具を設置

和室の壁を希望する壁紙に張り替えられま
す

▶
現
状
の
洗
面
台

▶
シ
ャ
ン
プ
ー
ド

　レ
ッ
サ
ー
に

▶
カ
メ
ラ
付
き
イ
ン

　タ
ー
ホ
ン

▲現状のコンクリ
　ートの壁と床

▲パネル仕上げの
　壁と床に

▲和室（畳） ▲クッションフロ
　アに

※洗濯ポールは含まれません。

※

簡
単
に
着
脱
で
き
ま
す
。

※Ａコース・Ｂコースの各写真はイメージで、現物とは異なります。

例）日中に光を蓄えて、消灯後しばらくの
　間、柔らかな光を放つ壁紙

▲通常、照明器具
　は未設置

日中 消灯後➡

▲ＬＥＤ照明器具
　を設置▲現状の呼び出し

　チャイム

▶
現
状
の
下
駄
箱

▶
全
面
を
下
駄
箱
に

コース：次の４プランの中から１つ選択できます

Bコース：次の４プランの中から２つ選択できます

水まわりプラン お風呂プラン

洋室プラン 靴収納プラン

訪問者確認プラン 省エネ照明プラン

室内物干しプラン 選べる壁紙プラン

市
は
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市
営
住
宅
で
は
、
夫
婦
い
ず
れ
も

が
40
歳
以
下
の
世
帯
と
、
同
世
帯
に
、

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
を
『
子
育
て
世
帯
』
と
し
、
こ

の
世
帯
の
方
が
入
居
し
や
す
い
よ
う
、

次
の
２
つ
を
試
行
的
に
行
い
ま
す
。

◎
『
子
育
て
世
帯
』
の
募
集
枠
設
定

『
子
育
て
世
帯
』
の
方
の
み
が
申

し
込
み
で
き
る
募
集
区
分
枠
を
設
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
募
集
で
は
、
幌

別
東
団
地
76
Ｒ
２
号
棟
303
号
室
と
幌

別
東
団
地
１
号
棟
401
号
室
を
子
育
て

世
帯
枠
と
し
ま
す
。

◎
オ
プ
シ
ョ
ン
改
修
の
実
施

子
育
て
世
帯
が
少
し
で
も
暮
ら
し

や
す
く
な
る
よ
う
設
備
の
一
部
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
オ
プ
シ
ョ

ン
改
修
』
を
行
い
ま
す
。

『
オ
プ
シ
ョ
ン
改
修
』
は
、
入
居

す
る
方
が
Ａ
コ
ー
ス
か
Ｂ
コ
ー
ス
の

い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
希
望
の
改
修

を
行
う
も
の
で
す
。
今
回
の
募
集
で

は
、
幌
別
東
団
地
76
Ｒ
２
号
棟
303
号

室
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
を
考
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

育
て
世
帯
を
応
援
し
ま
す

子

温泉旅館などで働く
方や、転勤などで急に
住むところが必要に
なった方など、住宅に
お困りの方はお気軽に
ご相談ください。
※�申込資格や収入基準
は、８ページで確認
してください。

登別温泉団地は
いつでも申し込みを
受け付けしています

問い合わせ
建築住宅グループ
 （☎�４３９９）

▲�登別温泉団地１号棟

▲�登別温泉団地２号棟
　（エレベーター付き）

9 平成28年度第３回市営住宅の入居者を募集します



除雪のための

のお願い
５つ

１

５

４

２ ３

間口の雪処理に
ご協力を

滑り止め用の砂や
融雪剤の散布にご協力を

除雪車には近づかないで
ください

路上駐車は
しないでください

道路への雪出しは
やめましょう

　道路を除雪した後に玄関前や
車庫前にたまった雪は、道路に

出さず、道
路脇や各家
庭の敷地内
で処理をお
願いします。

　急な坂道には、滑り止め用の
砂箱を設置しています。散布と
管理にご協力をお願いします。

　除雪作業中は大変危険です。
作業は安全第一で行っています
が、事故防止
のため、除雪
車には近づか
ないでくださ
い。

　路上駐車があると除雪作業が
できなくなる場合があり、周囲
に迷惑が掛かります。

　家庭敷地内などの雪を道路へ
出すと、道幅が狭くなる、わだ
ちができやすくなるなど、交通
事故や交通障害をまねく原因に
なります。
　また、道路への『雪出し』は
法律で禁止されています。

Ｑ 

　
除
雪
出
動
基
準
の
『
お
お
む
ね

降
雪
量
15
㌢
㍍
』
は
、
ど
の
よ
う

に
確
認
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ�

　
消
防
署
や
各
消
防
支
署
、
各
支

所
な
ど
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
ほ

か
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
出
動

を
判
断
し
ま
す
。

Ｑ 

　
玄
関
や
車
庫
前
の
雪
の
処
理
を

し
て
ほ
し
い
。

Ａ�

　
玄
関
や
車
庫
前
の
雪
の
処
理
に

は
多
く
の
時
間
や
費
用
を
要
す
る

た
め
、
市
で
は
こ
れ
ら
の
雪
の
処

理
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
降
雪
量
や

降
雪
状
況
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も

一
部
の
雪
な
ど
が
玄
関
や
車
庫
前

に
置
き
去
り
に
な
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ 

　
除
雪
後
の
路
面
が
滑
る
の
で
、

な
ん
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�

　
幹
線
道
路
な
ど
に
つ
い
て
は
、

状
況
を
見
な
が
ら
、
交
通
障
害
が

予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
凍
結
防
止

剤
を
散
布
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活

道
路
に
つ
い
て
は
、
坂
道
な
ど
に

砂
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
時
に
は
皆
さ
ん
で
散
布
を
お

願
い
し
ま
す
。

除
雪
の
疑
問

通りやすい冬道のため
地域のご協力をお願いします

　市は、限られた台数の除雪機械で速やかに交通を確保するため、
道に積もった雪を道路の両脇にかき分けて除雪しています。
　皆さん一人ひとりのご協力で除雪効果が大きく上がりますので、
ご理解をお願いします。
▶問い合わせ　土木・公園グループ（☎�３２６０）

10� 通りやすい冬道のため地域のご協力をお願いします



Ｑ
　
近
く
の
公
園
に
雪
を
捨
て
た
い
。

Ａ�

　
公
園
利
用
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
家
庭
の
雪
捨
て
を
認
め
て
い
ま

す
が
、
遊
具
や
樹
木
な
ど
公
園
の

施
設
を
傷
め
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
雪
捨
て
場
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

　
除
雪
業
者
に
よ
り
仕
上
が
り
に

差
が
あ
る
の
で
、
指
導
し
て
ほ
し

い
。

Ａ�

　
除
雪
機
械
の
規
模
や
性
能
、
道

路
形
態
、
積
雪
・
路
面
状
況
に

よ
っ
て
仕
上
が
り
に
差
が
で
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
通
行
に
支
障

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導

し
ま
す
。

Ｑ 

　
路
上
駐
車
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�

　
市
で
は
直
接
取
り
締
ま
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
町
内
会
な
ど

地
域
内
で
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

　
い
つ
排
雪
し
て
く
れ
る
の
で
す

か
。

Ａ�

　
幹
線
道
路
や
交
通
量
の
多
い
交

差
点
付
近
な
ど
で
道
路
両
側
の
雪

山
が
交
通
障
害
と
な
る
と
き
な
ど

は
、
状
況
に
応
じ
て
排
雪
し
ま
す
。

雪捨て場をご利用ください

利用上の注意
・雪以外の物は持ち込まないでください　・大型店舗の駐車場などの雪はご遠慮ください
・雪捨て場は奥側からご利用ください　　・堆雪状況により予告なく閉鎖することがあります

富岸町

道央自動車道 至 白老至 室蘭

亀田霊園

亀田記念公園

雪捨て場 出入

富岸町 1 丁目

川
岸
富

TSUTAYA
登別店

ガスト登別店

ツルハドラッグ
登別富岸店マックスバリュ

登別店

緑陽中学校

道道上登別室蘭線至 室蘭

線
路
田
学
別
鷲
道
市

至 幌別

出入

場
て
捨
雪

サンワドー
登別店

登別東町 3 丁目

雪捨て場

至 室蘭

伏古別川

婦人センター

登別マリンパークニクス

至 白老国道36号

出入

緑町１丁目

至 JR幌別駅至 JR鷲別駅

至 室蘭 国道36号 至 白老

道道登別室蘭インター線

陸上自衛隊
幌別駐屯地

登別ベルコ
会館

登別交番

出入

雪捨て場
北海道

コカ･コーラ
ボトリング

若草町１丁目

雪捨て場

道道上登別室蘭線 至 幌別至 室蘭

至 JR幌別駅至 JR鷲別駅

若草小学校

ジャパンスイミング
スクール登別

平成斎場若草公園
出入

利用時間　10時～17時

11 通りやすい冬道のため地域のご協力をお願いします



広
げ
よ
う
、
や
さ
し
さ
の
輪

障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
12
月

３
日
㈯
か
ら
９
日
㈮
ま
で
の
期
間
を
『
障
害
者
週
間
』
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
地
域
の
住
民
と
し
て
お
互
い
に
支
え
合
い
尊
重

し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
今
号
で
は
、
11
月
27
日
㈰
に
鳥
取
県
と
協
定
を
締
結
し
た
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
や

市
の
障
が
い
福
祉
施
策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
は
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
に
取
り
組
み
ま
す

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』

っ
て
何
？

『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
に

な
る
に
は
？

『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
』

を
行
い
ま
す

　
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
障
が
い
の
特
性
を
理
解
し
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
立
場
に
た
っ
て
接
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
困
っ
て
い

る
と
き
に
、
『
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
』

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
運
動
で

す
。
平
成
21
年
11
月
に
、
鳥
取
県
で
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
、
全
国
で
７
県
、
２
市
、

５
町
が
鳥
取
県
と
協
定
を
結
び
、
こ
の
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
鳥
取
県
と
連
携
し
て
『
あ
い
サ

ポ
ー
ト
運
動
』
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

北
海
道
内
の
市
町
村
で
初
め
て
鳥
取
県
と

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
市
民
に
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
と
な
っ

て
い
た
だ
き
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
に
な
る
に
は
、

『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
』
を
受
講
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
が
い
の
特
性
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

困
っ
て
い
る
こ
と
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ

の
必
要
な
配
慮
な
ど
を
理
解
し
て
、
日
常

生
活
に
お
い
て
障
が
い
の
あ
る
方
が
困
っ

て
い
る
と
き
な
ど
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手

　
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
普
及
の
た
め
、

地
域
や
各
団
体
、
企
業
な
ど
の
研
修
と
し

て
、
市
が
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
』
を

行
い
ま
す
。

　
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
』
を
希
望
す

る
方
は
、
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
け
を
す
る
意
欲
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲�あいサポート運動ハンドブック

あいサポートバッジについて
　障がいのある方を支える『心』を２つのハートを重ねるこ
とで表現しました。後ろの白いハートは、障がいのある方を
支える様子を表すとともに、『Ｓ

サ ポ ー タ ー
ＵＰＰＯＲＴＥＲ』の『Ｓ

エス

』を表現し
ているなど、共生社会が実現されることへの期待も込められています。
あいサポートの意味
　『愛情』の『愛』、私の『Ｉ

アイ

』に共通する『あい』と、支える、応援
する意味の『サポート』を組み合わせ、障がいのある方を優しく支え、
自分の意思で行動することを意味しています。

　
『
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
研
修
』
を
受

け
た
方
に
配
ら
れ

る
あ
い
サ
ポ
ー
ト

バ
ッ
ジ
を
身
に
つ

け
、
あ
な
た
も

『
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
』
と
し
て
、

誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
社
会
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。

12� 広げよう、やさしさの輪



平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
る
法
律
や
市
の
条
例

障
害
者
差
別
解
消
法

登
別
市
ぬ
く
も
り
あ
る

手
話
条
例

初
心
者
手
話
講
習
会
と

手
話
推
進
支
援
員
養
成
講
座
を

開
催

　
社
会
の
中
に
あ
る
障
が
い
を
理
由
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
差
別
を
な
く
し
、

お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
共
に
暮
ら
す
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
な
ど
が

正
当
な
理
由
が
な
く
、
障
が
い
を
理
由
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
拒
否
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

た
だ
し
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
よ
く
説
明
し
、

相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
手
話
は
、
音
声
の
聞
き
取
り
が
困
難
な

方
が
、
手
指
や
体
の
動
き
、
表
情
を
使
っ

て
意
思
を
伝
え
合
う
言
葉
と
し
て
大
切
に

育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
手
話
は
、
『
障
害
者
の
権
利
に

関
す
る
条
約
』
や
『
障
害
者
基
本
法
』
に

言
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
登
別
市
ぬ
く
も
り
あ
る
手
話
条
例
』

は
、
言
語
で
あ
る
手
話
の
使
い
や
す
い
環

境
を
つ
く
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ぬ
く
も
り
あ
る
登
別
市
を
目
指
す
た
め

制
定
し
た
条
例
で
す
。

　
市
は
、
市
内
の
企
業
や
団
体
、
町
内
会

な
ど
を
対
象
と
し
た
初
心
者
手
話
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
習
会
は
出
前
方
式
で

行
い
、
日
常
生
活
で
使
う
あ
い
さ
つ
な
ど

の
簡
単
な
手
話
を
学
び
ま
す
。

　
ま
た
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
社

会
参
加
の
促
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
支
援
す
る
手
話
推
進
支
援
員
の
養
成
講

座
を
平
成
29
年
１
月
か
ら
開
催
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
合
理
的
配
慮
の
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
、
何
ら
か
の
配

慮
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
事
業
者
な

ど
の
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
配
慮

を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※�

た
だ
し
、
事
業
者
な
ど
に
と
っ
て
費
用

が
か
か
り
す
ぎ
る
場
合
な
ど
は
、
よ
く

説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
差
別
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
市
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に

伴
い
、
今
後
、
職
員
と
し
て
の
対
応
す
べ

き
事
項
を
定
め
た
『
職
員
対
応
要
領
』
と

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
の
内
容
を
踏
ま

え
た
『
登
別
市
職
員
に
お
け
る
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
を
作
成

し
、
職
員
研
修
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　市は、聴覚や言語機能、音声機能などに障がいのある
方の日常生活を支援するため、平成27年４月から障がい
福祉グループに手話通訳専門員を配置しています。
　市や公共機関、団体への手続きや相談、病院受診時の
コミュニケーション支援のほか、行事や会議での手話通
訳など、個人や団体などからの要請に対応していますの
で、ご利用ください。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
や

手
話
通
訳
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
３
７
３
２
・
思
050

－

３
７
３
０

－

８
２
３
０
）

広げよう、やさしさの輪

不当な差別的取扱いの禁止の例

合理的配慮の提供の例

▲�障がいがあることを理由にアパートを貸して
くれない（左）、車いすでの入店を断られた
（右）

▲�手話や筆談への対応（左）、図やイラストを
使い分かりやすく説明する（右）

cafe

13 広げよう、やさしさの輪



水
道
管
の
凍
結
に

　
　
　ご注
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
５
５
１
０
）

①
蛇
口
を
あ
け
る

②�

水
抜
き
栓
（
水
落
と

し
レ
バ
ー
ま
た
は
ハ

ン
ド
ル
）
を
閉
め
る

　
凍
結
修
理
な
ど
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
の

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
修
理
を
依
頼
す
る
前
に
工
事
内
容
や
費

用
な
ど
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ
せ
を
し
た

業
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
納
得
し
て
か
ら

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

電
動
式
は
ボ
タ

ン
を
操
作
す
る

こ
と
で
水
を
落

と
し
ま
す
。

　
水
道
管
の
凍
結
事
故
が
起
き
や
す
く
な

る
の
は
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
で
、
真
冬
日
（
一
日
を
通

し
て
外
気
温
が
０
度
以
下
）
が
続
い
た
と

き
な
ど
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
長
期
不
在
時
だ
け
で
な
く
、
就
寝
前
や

外
出
時
も
水
落
と
し
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、
こ
ま
め
に
水

落
と
し
を
行
い
、
換
気
口
を
完
全
に
閉
じ
、

床
下
に
冷
た
い
風
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
凍
結
防
止
に
努
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
軽
い
凍
結
で
あ
れ
ば
、
部
屋
を
暖
め
、

管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な
ど
の
布
を
巻
い
て

徐
々
に
お
湯
を
か
け
る
と
解
氷
で
き
ま
す
。

　
凍
結
を
放
置
す
る
と
、
水
道
管
の
破
裂

を
起
こ
す
場
合
も
あ
る
た
め
、
指
定
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
、
速
や
か
に
凍
結
修

理
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

水
落
と
し
が
必
要
な
と
き

凍
結
修
理
を
業
者
に
依
頼

す
る
前
に
行
う
こ
と

水
落
と
し
の
方
法

凍
結
修
理
の
費
用

水道管の『凍結』・『故障』・『修繕』は登別市指定給水装置工事事業者へ
登別市内指定給水装置工事業者 （平成28年11月４日現在）

事　業　者　名 住　所 電 話 番 号
㈱荒川設備 栄町３丁目18－５ ８６－７１３８
磯松建設㈱ 幌別町５丁目25－７ ８５－２３３８
オール設備㈱ 中央町１丁目４－10 ８５－２１６９
高橋衛生工業㈱ 桜木町５丁目20－６（登別営業所） ８５－５５８５
㈱ゴウダ 片倉町２丁目24－26 ８５－５０２９
㈱藤田設備工業 登別港町１丁目４－31 ８３－３１５４
㈱管工設備 新生町４丁目６－６ ８６－６１６６
登別管工事業協同組合 中央町１丁目10－５ ８５－３３７９
㈲水道屋 新生町１丁目12－２ ８２－４１１０
㈲ダイワガス住設 栄町３丁目９－１ ８６－７１８３
㈱小島商事 栄町４丁目７－４（登別営業所） ８６－６２６４
㈲誠住宅設備プランニング 栄町４丁目12－４ ８７－１２０１
㈲野呂商会 幸町５丁目11－４ ８８－０３５５
片倉設備 片倉町４丁目９－２ ８５－９６９３
上口建設㈱ 幌別町３丁目１ ８３－６８８０
㈱戸田設備 鷲別町６丁目33－４ ８６－２９７６
北海パイプライン㈱ 幌別町５丁目10 ８８－２６５０

▲解氷方法の一例

▲水抜き栓の一例

※�上記以外の登別市指定給水装置工事事業者（市外登録業者）は市ホームページに掲載するほか、水道
グループへ問い合わせください。

　平日９時～17時30分…水道グループ（☎�５５１０）
　平日17時30分以降、土・日曜日、祝日…市役所当直（☎�２１１１）

14� 水道管の凍結にご注意ください



～ごみ収集～
　ごみ収集は12月31日㈯から
１月３日㈫まで休みます。
　１月４日㈬に『燃やせるご
み』の市内一斉収集を行いま
す。８時までにごみステー
ションに出してください。
　１月５日㈭からは通常通り
です。
※�休み期間中は、ごみステー
ションにごみを出さないで
ください。

～自己搬入ごみの受け入れ～
　クリンクルセンターは、引
越しや大掃除などで一時的に
大量のごみが出たときには、
自家用車などでの搬入を受け
付けています。
▶受入時間　９時～16時
※�年末は大変込み合うため、
時間に余裕をもってお越し
ください。

▶手数料　100㌔㌘まで500円
　�（100㌔㌘を超える場合は、
10㌔㌘ごとに50円を加算）
※�ごみは、『ごみ分別辞典』
を参考に『燃やせるごみ』、
『燃やせないごみ』、『資
源ごみ』、『粗大ごみ』、
『有害ごみ』に正しく分別
し、袋に入るものは必ず透
明または半透明の袋（指定
ごみ袋は不可）に入れてく
ださい。分別されていない
場合、受け入れできないこ
とがあります。
※�第三者に搬入を依頼するこ
とはできません。

▶ 問い合わせ　環境対策グ
ループ（クリンクルセン
ター内・☎�２９５８）

～し尿収集～
　し尿収集は、12月31日㈯か
ら１月５日㈭まで休みます。
　新年は、１月６日㈮から通
常通り収集します。
※�年内に収集の必要な方は、
12月20日㈫までにお申し込
みください。

▶申し込み　㈱東洋興業
� （☎�２９３５）

業務・問い合わせ 12/28
㈬

29
㈭

30
㈮

31～１/3
㈯～㈫

４
㈬

５
㈭

６
㈮

市の窓口・各支所� （☎�2111）
市立図書館『アーニス分館』� （☎�2182）
ジョブガイドのぼりべつ� （☎�5555）
クリンクルセンター（市民ギャラリー・再生品
展示室・市民見学コース・研修室）�（☎�2958）
市民プール『らくあ』� （☎�5588）
ふぉれすと鉱山� （☎�2569）
市民会館� （☎�1139）
市民活動センター『のぼりん』�（☎�6866）
総合体育館� （☎�5552）
鷲別公民館� （☎�8823）
登別公民館� （登別支所�☎�1131）
婦人センター� （登別支所�☎�3511）
登別温泉公民館�（登別温泉支所�☎�2068）
登別温泉ふれあいセンター
� （登別温泉支所�☎�2068） 平常どおり

各青少年会館
� （社会教育グループ�☎�1129）
市立図書館� （☎�4324）
郷土資料館� （☎�1339）
労働福祉センター� （☎�5044）
若草つどいセンター� （☎�1205）
老人福祉センター� （☎�1303）
鉄南ふれあいセンター� （☎�2966）
各保育所・児童館・児童室
� （子育てグループ�☎�5634）
富岸児童クラブ� （☎�0034）
常盤児童クラブ� （☎�1840）
若草児童クラブ� （☎�0011）
青葉児童クラブ� （☎�3006）
幌別西児童クラブ� （☎�3570）
鷲別児童クラブ� （☎�0003）
登別児童クラブ� （☎�1177）
中央子育て支援センター� （☎�3715）
登別子育て支援センター� （☎�2772）
のぞみ園� （☎�7721）
しんた21各室貸館� （☎�0100）

は休み

年末年始の業務案内
2016年～2017年

15 年末年始の業務案内
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11
月
２
日
㈬
か
ら
25
日
㈮
に
か
け
て
、
市
内
の
10
会
場
で
、
『
平
成
28
年
度
地
区

懇
談
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
市
民
の
声
を
広
く
お
聴
き
し
、
市
の
施
策
な
ど
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
皆
さ
ん
と
市
長
や
市
職
員
が
意

見
交
換
を
行
う
ほ
か
、
市
か
ら
施
策
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
参
加
し
た
市
民
の
意
見
を
よ
り
多
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
と
行
政

が
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
い
を
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
観
光
都
市
で

あ
る
登
別
市
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
『
全
市
観
光
』
を
テ
ー
マ
に
『
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
区
の
魅
力
』
や
『
地
区
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
』
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
後
に
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
も

ら
い
、
各
地
区
が
誇
る
食
や
景
観
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
年
賀
状
な
ど
を
利
用

し
て
知
人
や
友
人
に
市
を
紹
介
す
る
取
り
組
み
な
ど
の
提
案
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
発
表
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
登
別
商
工
会
議
所
や
登
別
観
光
協
会
な
ど

の
市
内
の
団
体
へ
情
報
提
供
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
地
区
懇
談
会

市
民
と
行
政
が
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換

▲�グループワークで話し合いをする参加
者（幌別地区）

▲�意見を発表する市民（鷲別地区）

　
10
月
28
日
㈮
、
市
役
所
で
、
登
別
温
泉
旅
館
組
合
か

ら
市
に
『
登
別
市
民
宿
泊
特
別
優
待
券
』
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

本
優
待
券
は
、
市
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
温
泉

地
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の

で
、
11
月
号
の
広
報
紙
『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
に
折
り

込
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
の
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

使
用
期
間
は
、
12
月
１
日
㈭
か
ら
23
日
㈮
ま
で
の
間

で
、
11
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
事
前
予
約
す
る
際
に
、
優

待
券
利
用
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

『
登
別
市
民
宿
泊
特
別
優
待
券
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
登
別
市
民
宿
泊
特
別
優
待
券
』
受
領
式

登
別
市
民
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲�『登別市民宿泊特別優待券』を寄贈する旅館組合長の南
みなみ

智
とも

子
こ

さん（右から２番目）

10
 28

10
月
25
日
㈫
か
ら
28
日
㈮
ま
で
、
市
民
会
館
中
ホ
ー

ル
で
『
市
民
会
館
サ
ー
ク
ル
展
』
（
市
教
育
委
員
会
主

催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
展
示
会
は
、
市
民
会
館
を
中
心
に
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
の
作
品
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と

や
参
加
サ
ー
ク
ル
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
木
彫
り
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
魚
拓
、
洋

裁
な
ど
多
彩
な
作
品
が
並
び
、
訪
れ
た
方
は
、
「
手
の

込
ん
だ
作
品
ば
か
り
で
素
敵
で
す
ね
。
見
て
い
て
と
て

も
楽
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
の
同
展

示
会
へ
の
参
加
希
望
団
体
は
、
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
１
１
２
９
）
ま
で
。

市
民
会
館
サ
ー
ク
ル
展

10
 25～28

作
品
展
示
で
活
動
紹
介

▲�丁寧に作られた作品を見て笑顔を見せる来場者

16� 東　奔　西　走
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11
月
12
日
㈯
、
ビ
ヤ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
恵
比
寿
で
『
第

28
回
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
情
報
交
換
会
・
総
会
・
懇

親
会
』
（
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

会
員
や
関
係
者
な
ど
95
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
首
都
圏
在
住
の
登
別
出
身
者
や
登
別
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
に
よ
り
平
成
元
年
に
設
立
。
今
年
で
28

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

情
報
交
換
会
や
総
会
の
あ
と
に
開
か
れ
た
懇
親
会
で

は
、
参
加
者
が
、
登
別
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た

ほ
か
、
全
員
で
鬼
踊
り
を
踊
り
、
遠
い
ふ
る
さ
と
の
地

に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

第
28
回
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い

情
報
交
換
会
・
総
会
・
懇
親
会

ふ
る
さ
と
登
別
を

懐
か
し
む

▲�ふるさと登別を思い出しながら全員で鬼踊り

　
11
月
３
日
㈭
、
市
民
会
館
で
『
平
成
28
年
度
登
別
市
功
労
者
表
彰
・
登
別
市
表
彰

表
彰
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

登
別
市
功
労
者
表
彰
・
登
別
市
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
登
別
市
の
行
政
や
社
会

福
祉
な
ど
に
貢
献
さ
れ
、
市
民
の
模
範
と
な
る
行
い
を
さ
れ
た
方
や
団
体
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
今
年
の
表
彰
は
、
登
別
市
功
労
者
５
人
、
登
別
市
表
彰
19
人
３
団
体

（
自
治
貢
献
表
彰
６
人
、
社
会
貢
献
表
彰
11
人
、
教
育
文
化
貢
献
表
彰
２
人
、
篤
志

貢
献
表
彰
１
団
体
、
善
行
表
彰
２
団
体
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
受
賞
者
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
来
場
者
全
員
で
国
歌
斉
唱
や
市
民
憲
章

の
唱
和
を
行
っ
た
後
、
小
笠
原
市
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
長
か
ら

受
賞
者
や
受
賞
団
体
の
代
表
者
一
人
ひ
と
り
に
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え
て
表

彰
状
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
、
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
街か

い

道ど
う

重し
げ

昭あ
き

さ
ん
が
、
「
こ
の
た
び

の
受
賞
は
、
一
人
の
力
で
は
な
く
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
支
援
の
た
ま
も
の
。
こ
の
感

銘
を
胸
に
、
さ
ら
に
研
さ
ん
を
重
ね
、
市
勢
の
発
展
と
振
興
の
た
め
に
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
、
表
彰
の
重
み
を
か
み
し
め
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
登
別
市
功
労
者
表
彰
・
登
別
市
表
彰
表
彰
式

24
人
３
団
体
の

永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

▲�ドライバーや通学中の児童・生徒に交通安全を呼び掛ける参
加者

　
11
月
11
日
㈮
７
時
30
分
か
ら
８
時
10
分
ま
で
、
市
民

会
館
前
と
青
葉
小
学
校
前
で
『
人
と
旗
の
波
街
頭
啓
発

運
動
』
（
市
・
市
交
通
安
全
協
会
主
催
）
を
行
い
ま
し

た
。同

啓
発
運
動
は
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
る
こ
と
で
、

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
市
内
の
各

地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
約
140
人
は
、
沿
道
に
並
び
、
黄
色
の
交
通
安

全
旗
を
掲
げ
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
を
呼
び
掛
け
た
り
、
通
学
中
の
児
童
・
生
徒
に
交
通

ル
ー
ル
の
順
守
を
呼
び
掛
け
た
り
し
ま
し
た
。

人
と
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動

ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
安
全

11
 11

11
 12

▲�これまでの活動を思い出しながら、市長から
表彰状などを受け取る受賞者

▲�表彰に対する謝辞を述べる街道さん

17 東　奔　西　走



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

バドミントンサークル『キッコロ』
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
『
キ
ッ

コ
ロ
』
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

子
ど
も
を
も
つ
お
母
さ
ん
が
日
頃
の

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま

し
た
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
30
代
か
ら
40

代
ま
で
の
女
性
17
人
。
毎
週
火
曜
日

の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
総
合
体
育
館

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
サ
ー
ク
ル
の
代
表
で
あ
る

五い
が
ら
し

十
嵐
妙た

え

子こ

さ
ん
は
、
「
勝
ち
負
け

を
気
に
せ
ず
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
ゲ
ー
ム
を
行
う
の
で
、
初

心
者
の
方
で
も
気
負
わ
ず
参
加
で
き

ま
す
。
ラ
リ
ー
が
続
い
て
い
る
と
き

や
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
決
ま
る
瞬
間
は
と

て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
ね
。

近
い
年
齢
の
子
ど
も
を
も
つ
お
母

さ
ん
同
士
な
の
で
、
休
憩
中
に
は
子

育
て
相
談
を
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
交
友

関
係
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
話

し
ま
す
。

今
年
の
２
月
に
入
会
し
た
太お

お

田た

い

ず
み
さ
ん
は
、
「
体
を
動
か
し
た
い

な
、
と
思
っ
て
い
た
と
き
、
ほ
か
の

お
母
さ
ん
か
ら
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
こ

と
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
人
と
ペ
ア
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム

を
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
く
、
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
ね
。

皆
さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
も
と
て

も
楽
し
い
の
で
、
毎
週
の
活
動
日
が

待
ち
遠
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
の
同
サ
ー

ク
ル
。
見
学
や
活
動
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
五
十
嵐
さ
ん
（
☎
�
２

３
３
８
）
ま
で
。

▲�楽しんで活動することをモットーにバ
ドミントンをするメンバー

うまい・下手を気にせず、
楽しみながら体を動かし
ています

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
47
回

今
年
、
日
本
に
接
近
し
た
い
く
つ
か
の

台
風
の
影
響
に
よ
り
、
道
内
各
地
で
大
き

な
被
害
が
あ
り
、
登
別
市
に
お
い
て
も
住

宅
な
ど
で
屋
根
の
破
損
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

●
ご
存
じ
で
す
か
『
罹
災
証
明
書
』

市
は
、
台
風
を
は
じ
め
と
す
る
風
水
害

や
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど

が
被
害
を
受
け
た
場
合
、
被
害
の
程
度
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
『
罹
災
証
明
書
』

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

罹
災
証
明
書
は
、
給
付
金
や
融
資
、
公

共
料
金
の
減
免
、
保
険
料
の
支
払
い
請
求
、

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
被
災
者
支
援
策
適
用
の
判
断

材
料
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
罹
災
証
明
書
の
交
付
の
流
れ

１
．
市
へ
申
請

災
害
に
よ
り
家
屋
な
ど
に
被
害
が
あ
っ

た
場
合
、
市
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

２
． 

被
害
状
況
の
調
査
と
罹
災
証
明
書
の

申
請

市
職
員
が
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
な
ど
へ

伺
い
、
被
害
状
況
を
記
録
す
る
た
め
屋
内

外
の
写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

調
査
日
程
が
合
わ
な
い
場
合
や
罹
災
証

明
書
を
申
請
す
る
前
に
改
修
な
ど
を
行
う

場
合
は
、
撮
影
日
時
と
被
害
状
況
が
わ
か

る
写
真
を
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

撮
影
日
時
と
被
害
状
況
が
確
認
で
き
な

い
場
合
、
罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

３
．
罹
災
証
明
書
の
交
付

申
請
か
ら
１
週
間
前
後
で
罹
災
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

『
災
害
と
罹り

災さ
い

証
明
書
』

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

罹 災 証 明 書

次のとおり被災したことを証明願います。

記

１．物件所在地

２．物件所有者

３．被害内容

４．その他

平成 年 月 日

願出人

住所

氏名

登別市長 小笠原 春一 様

上記のとおり相違ないことを証明する。

登証無第 号

平成 年 月 日

登別市長 小笠原 春一

合議 
 

 

▲�罹災証明書

18� 知って備える防災メモ・仲間たち



▲�足技を繰り出す久居さん

「
試
合
前
は
、
い
つ
も
緊
張
し
て
し

ま
い
、
普
段
ど
お
り
の
力
が
出
せ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
道
場
生
や

保
護
者
た
ち
の
応
援
と
サ
ポ
ー
ト
の
お

か
げ
で
、
連
覇
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
笑
顔
で
話
す
久
居
さ
ん
。

久
居
さ
ん
が
空
手
を
始
め
た
の
は
小

学
４
年
生
の
こ
ろ
。
久
居
さ
ん
は
始
め

た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
「
い
と
こ
が

空
手
を
や
っ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
う

ち
に
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
し

た
」
と
話
し
、
楽
し
み
な
が
ら
空
手
の

世
界
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
６
月
に
大
阪
府
で
開
催
さ

れ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦

の
出
場
権
を
手
に
入
れ
た
久
居
さ
ん
は
、

「
出
た
い
気
持
ち
は
強
い
の
で
す
が
、

来
年
か
ら
は
高
校
生
の
部
と
な
る
た
め
、

今
の
自
分
の
実
力
の
ま
ま
で
は
通
用
し

「
空
手
で
学
ん
だ
基
礎
の
大
切
さ
や

礼
儀
は
、
普
段
か
ら
も
大
切
に
す
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
基
礎
は
勉
強
に
、

礼
儀
は
社
会
に
出
て
か
ら
も
通
ず
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
空

手
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
久

居
さ
ん
。

稽け
い

古こ

が
短
い
時
間
で
も
集
中
し
て
練

習
に
打
ち
込
み
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

息
抜
き
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
家
族
に
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
道
場
に
通
っ
て
い
る
た
め
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
久
居

さ
ん
の
言
葉
か
ら
は
、
家
族
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
久
居
さ
ん
は
、
「
目

標
と
さ
れ
る
先
輩
に
な
れ
る
よ
う
、
後

期
生
（
高
校
生
）
に
な
っ
て
も
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
空
手
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。
今
度
は
自
分
が
道
場
生

の
支
え
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
い
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
練
習
を
し

て
仕
上
げ
て
か
ら
、
万
全
の
気
持
ち
で

臨
み
た
い
で
す
ね
」
と
心
境
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

自
分
の
組
手
が
で
き

納
得
の
全
道
連
覇

空
手
を
通
し
て

教
わ
っ
た
こ
と

平成13年、伊達市生まれ。15歳
小学４年生から空手を始め、『極真会館北海道本間道場室蘭
支部』に入門。北海道登別明日中等教育学校に入学し、現在、
中学３年生にあたる３回生。生徒会の書記長を務めるほか、
書道部や器楽同好会にも所属し、文武両道に励む。

久
ひさ

居
い

由
ゆ

茉
ま

さん（常盤町）
　９月４日㈰、札幌市で開かれた『北央自動
車学校杯オープントーナメント第３回北海道
空手道選手権大会第22回全日本少年少女空手
道選手権大会グランドチャンピオン決定戦選
考大会』の女子の部で優勝した久居由茉さん。
昨年の同大会での優勝に引き続き、見事連覇
を成し遂げました。
　さらに、平成29年６月に大阪府で開催され
る『第22回オープントーナメントグランドチ
ャンピオン決定戦全日本少年少女空手道選手
権大会』の出場権を手に入れました。
　今回は、連覇を懸けて戦った大会の思いや
空手を通して学んだ心構えなどを久居さんに
伺いました。

目の前のことに満足せ
ず、向上心とチャレン
ジ精神を持ち続けたい19 きらり



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

１月の粗大ごみ収集

収集の申し込み
㈲登和清掃（☎�０２００）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160円）』
を貼って出してください。（１回につき５品まで）

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
12
月
４
日
㈰
か
ら
10
日
㈯

ま
で
を
『
第
68
回
人
権
週
間
』
と
定

め
、
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
る
こ
と
や
『
思
い
や
り
の
心
』

に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問 

い
合
わ
せ
　
札
幌
法
務
局
室
蘭
支

局
（
☎
㉒
５
１
１
１
）

　
行
政
や
警
察
な
ど
の
機
関
で
は
、

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
や

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓

◦�

心
理
的
虐
待
…
著
し
い
暴
言
や
拒

絶
的
な
言
動
・
態
度
な
ど
で
精
神

的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

◦�

放
棄
・
放
置
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
…

食
事
や
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
の
世

話
や
介
助
を
せ
ず
に
、
心
身
を
衰

弱
さ
せ
る
こ
と

◦�

経
済
的
虐
待
…
本
人
の
同
意
な
し

に
財
産
や
年
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。

ま
た
、
正
当
な
理
由
な
く
金
銭
を

与
え
な
い
こ
と

　
こ
れ
ら
の
虐
待
を
見
か
け
た
場
合
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相�

談
窓
口
　
登
別
市
障
が
い
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
（
障
が
い
福
祉
Ｇ

内
・
☎
�
３
７
３
２
）

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
障
が
い
の
あ
る
方
を

虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◦�

身
体
的
虐
待
…
暴
行
を
加
え
る
こ

と
や
正
当
な
理
由
な
く
身
体
を
拘

束
す
る
こ
と

◦�
性
的
虐
待
…
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

　
冬
期
は
、
火
災
発
生
の
危
険
性
が

増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
警
備
体
制
を

強
化
し
、
市
民
の
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
市
消
防
で
は
12
月
15

日
㈭
か
ら
31
日
㈯
ま
で
、
年
末
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　
冬
期
は
、
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
消
し

忘
れ
」
、
「
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ

の
切
り
忘
れ
」
、
「
ス
ト
ー
ブ
の
消

し
忘
れ
」
な
ど
に
よ
る
『
つ
い
、

う
っ
か
り
』
型
の
火
災
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
外
出
す
る
際
や

就
寝
す
る
前
は
、
必
ず
火
の
元
を
点

　
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
放
置
す
る
と
、

雪
解
け
に
、
た
く
さ
ん
の
ふ
ん
が
現

れ
、
多
く
の
人
が
不
快
な
思
い
を
し

ま
す
。
散
歩
の
と
き
な
ど
に
、
ペ
ッ

ト
が
し
た
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
冬
季
は
尿
の
色
も
目
立
つ

た
め
、
近
隣
の
住
民
な
ど
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
場
所
で
さ
せ
る
な
ど
、
飼

い
主
と
し
て
モ
ラ
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

問 

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

第
68
回
人
権
週
間

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

『
つ
い
、
う
っ
か
り
』
型
の

火
災
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

守
っ
て
い
ま
す
か

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

み
ん
な
で
防
ご
う

障
が
い
者
虐
待

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
10
日
㈯
か
ら
16
日
㈮
ま
で
は
、

『
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
』

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
な
ど
に
つ
い
て
関
心
と
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
警
察
署

�
（
☎
㊻
０
１
１
０
）

検
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
は
、

法
律
で
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
保
守
点
検
は
、
最
低
で
も
処
理
方

式
で
決
め
ら
れ
た
回
数
を
、
浄
化
槽

の
清
掃
は
、
年
１
回
必
ず
受
け
る
よ

浄
化
槽
管
理
者
の
方
は

保
守
点
検
・
清
掃
を

受
け
ま
し
ょ
う

問 

い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
（
☎
㉔
７
１
０
４
）

地　区 収集期間 申込期間

登別東町 １月９日㈪～
１月14日㈯　

12月19日㈪～
12月30日㈮　

大和町、栄町、
若山町

１月16日㈪～
１月21日㈯　

１月５日㈭～
１月13日㈮　

新川町 １月23日㈪～
１月28日㈯　

１月10日㈫～
１月20日㈮　

富士町 １月30日㈪～
２月４日㈯　

１月16日㈪～
１月27日㈮　
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日 
時
　
12
月
28
日
㈬
９
時
30
分
～
12

時
15
分
、
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所
　
イ
オ
ン
登
別
店

問 

い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

対 

象
　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
世
帯
、
特
定
疾
患
患
者

世
帯

※�
該
当
世
帯
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

内 
容
　
冬
期
の
生
活
に
必
要
な
灯
油

な
ど
の
購
入
費
と
し
て
、
特
別
生

活
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け

貸
付
限
度
額
　
５
万
円

償 

還
期
間
　
貸
付
日
の
翌
月
１
日
か

ら
12
カ
月
以
内

※�

申
し
込
む
と
き
は
、
別
世
帯
の
保

証
人
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

の
写
し
が
必
要
で
す
。

申 

し
込
み
　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

ま
で
に
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
係
（
☎
�
７
３
７
９
）

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度

特
別
生
活
資
金

（
冬
期
生
活
資
金
）

の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

法
人
道
民
税
・
事
業
税
の
申

告
や
届
け
出
は
簡
単
便
利
な

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を

整
備
し
ま
し
た
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い

問 

い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
（
☎
㉔
７
１
０
４
）

　
10
月
５
日
㈬
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
（
ｔ

ト

ト

ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
事
業
を
活
用

利
用
者
用
ソ
フ
ト
を
使
え
ば
、
自
動

入
力
・
自
動
計
算
が
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.eltax.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
課

税
課
（
☎
㉔
９
５
７
９
）

し
て
、
総
合
体
育
館
に
移
動
式
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。

事 

業
費
　
647
万
７
千
840
円
（
う
ち
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
額
　
414

万
７
千
円
）

※�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
と
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が

身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環

境
や
国
際
競
技
力
向
上
の
た
め
の

環
境
を
整
備
す
る
な
ど
、
新
た
な

ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
を
実
施
す
る

た
め
、
そ
の
財
源
確
保
の
手
段
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※�

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
収
益
を
も

と
に
地
方
公
共
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
と
す
る
事
業
に
対
し
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

７
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
６
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
６
期
）
の
納
期
限

は
12
月
26
日
㈪
で
す
。

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

４
期
）
の
納
期
限
は
１
月
４
日
㈬
で

す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問 
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）
、

税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１
５
５
）

　
法
人
道
民
税
・
事
業
税
の
申
告
や

届
け
出
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
無
料
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

　
保
険
料
の
免
除
（
全
額
・
一
部
納

付
）
や
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
制
度
を
受
け
た
場
合
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
免
除
な
ど

を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
（
全
額
ま
た
は

一
部
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
追
納
』

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受

け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※�

『
追
納
』
を
希
望
す
る
方
は
、
年

金
事
務
所
へ
追
納
の
申
し
込
み
を

し
、
納
付
書
を
発
行
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　平成26年４月からの消費税率引き上げを受けて、
所得の低い方の負担を緩和するために給付してい
る『平成28年度臨時福祉給付金』と賃金引き上げ
の恩恵が及びにくい所得の少ない年金受給者の方
を支援するために給付している『年金生活者等支
援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向
け）』の申請受付期間を延長します。給付対象と
思われる方には案内文書や申請書などを送付して
いますので、期限までに申請の手続きを行ってく
ださい。

○平成28年度臨時福祉給付金
○年金生活者等支援臨時福祉給付金
（障害・遺族基礎年金受給者向け）

変更後の受付期間　平成29年３月１日㈬まで

問い合わせ　社会福祉Ｇ（☎�１９１１）

申請受付期間を延長します
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募
　
集

　
高
校
な
ど
に
進
学
す
る
学
費
な
ど

の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
事
情
の
あ

る
中
学
３
年
生
の
進
学
を
応
援
す
る
、

返
還
義
務
の
な
い
『
奨
学
金
』
給
付

で
す
。

募
集
期
間
　
12
月
22
日
㈭
ま
で

対 

象
　
高
校
な
ど
に
進
学
を
希
望
す

る
中
学
３
年
生

支
給
額
　
一
人
10
万
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
北
海
道
教
職
員
組
合

胆
振
支
部
（
☎
�
０
１
０
１
）

　
市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
は
、
市
内

の
団
体
が
講
師
を
招
い
た
学
習
会
を

実
施
し
た
と
き
に
、
市
が
講
師
謝
礼

金�（
１
回
５
千
円
、
外
部
講
師
に
限

る
）
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。

手
続
き
の
流
れ

①�

10
人
以
上
の
団
体
で
講
座
な
ど
を

企
画
（
団
体
会
員
が
３
分
の
２
以

上
登
別
市
民
で
あ
る
も
の
に
限
る
）

②�

利
用
申
込
書
を
、
講
座
な
ど
を
実

日 

時
　
平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
18
時

（
１
時
間
程
度
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

内 

容
　
ア
メ
リ
カ
出
身
で
英
会
話
教

室
の
代
表
で
あ
る
瀧た

き

澤ざ
わ

ジ
ェ
ー
ン

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
海
外
旅
行

先
で
よ
く
使
う
日
常
英
会
話
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み
　
12
月
26
日
㈪
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

『
返
還
義
務
な
し
』
奨
学
金

第
５
回
国
際
理
解
講
座

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座

を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
会
場
に
個
別
ブ
ー
ス
を
設
け
、
自

社
の
商
品
展
示
や
職
業
体
験
な
ど
を

通
し
て
、
就
職
活
動
前
の
高
校
生
や

大
学
生
に
、
地
元
企
業
の
仕
事
や
魅

月
日
　
平
成
29
年
１
月
29
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

出
願
期
限
　
平
成
29
年
３
月
20
日
㈪

募
集
学
生

◦�

教
養
学
部
…
科
目
履
修
生
（
６
カ

月
）
、
選
科
履
修
生
（
１
年
）
、

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
）

◦�

大
学
院
…
修
士
科
目
生
（
６
カ

月
）
、
修
士
選
科
生
（
１
年
）

出 

願
方
法
　
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
060

－

０
８
１
７
札
幌
市
北
区

北
17
条
西
８
丁
目
）
に
資
料
を
請

求
し
、
同
封
の
出
願
票
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

※�

詳
し
く
は
資
料
に
同
封
さ
れ
る
学

生
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

�
（
☎
011

－

736

－

６
３
１
８
）

月 

日
　
平
成
29
年
１
月
19
日
㈭
（
警

報
設
備
）
、
20
日
㈮
（
消
火
設
備
、

避
難
設
備
・
消
火
器
）

場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

申 

し
込
み
　
消
防
本
部
、
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
12

月
14
日
㈬
ま
で
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
平
成
28
年
度
の
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
の
新
規
募
集
に
つ
い
て
、
応
募

の
方
法
や
認
定
審
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
推
奨
制
度
の
概
要
、
認
定
後
の

支
援
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
５
日
㈪
14
時

場 

所
　
観
光
経
済
部
会
議
室
（
ア
ー

ニ
ス
２
階
）

対 

象
　
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い

る
事
業
者

問 

い
合
わ
せ
　
同
協
議
会
事
務
局

　�

（
商
工
労
政
Ｇ
内
・
☎
�
２
１
７

１
）

内 

容
　
甲
種
（
第
１
類
～
５
類
）
、

乙
種
（
第
１
類
～
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間

◦
書
面
…
12
月
９
日
㈮
～
19
日
㈪

◦
電
子
…
12
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮

※�

願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

月
日
　
平
成
29
年
１
月
29
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内 

容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
～
６

類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦
書
面
…
12
月
９
日
㈮
～
19
日
㈪

◦
電
子
…
12
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮

※�

願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

力
を
発
信
し
ま
す
。

日 

時
　
平
成
29
年
２
月
14
日
㈫
13
時

30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
室
蘭
市
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
　
地
元
企
業

申 

し
込
み
　
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

ま
で
に
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会

社
（
☎
011

－

251

－
３
３
５
３
）

『
じ
も
と
×
し
ご
と
発
見

フ
ェ
ア
』
参
加
企
業
募
集

平
成
28
年
度
第
５
回

消
防
設
備
士
試
験

放
送
大
学

平
成
29
年
４
月
入
学
者
募
集

平
成
28
年
度

消
防
設
備
士
講
習

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

応
募
説
明
会

平
成
28
年
度
第
５
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

施
す
る
２
週
間
前
ま
で
に
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

③�

講
座
終
了
後
、
２
週
間
以
内
に
実

施
報
告
書
（
写
真
２
枚
添
付
）
を

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

※�

利
用
申
込
書
は
、
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会

参
加
の
促
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
支
援
す
る
手
話
推
進
支
援
員
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時
　
平
成
29
年
１
月
12
日
か
ら
３

月
16
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
13
時

30
分
～
16
時
45
分
（
全
10
回
）

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
方

※
手
話
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
３
千
240
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

内 

容
　
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
会
話
が

で
き
る
、
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
入
門
課
程

申 

し
込
み
　
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
12
月
20
日
㈫
ま

で
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

　
手
話
へ
の
理
解
の
促
進
と
普
及
を

図
る
た
め
、
講
師
が
企
業
や
団
体
、

グ
ル
ー
プ
、
町
内
会
な
ど
に
出
向
き
、

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
に
も
わ
か
り

や
す
い
手
話
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時
　
希
望
す
る
日
時

※�

都
合
に
よ
り
開
催
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
申
し
込
み
を
し
た
方
が
用
意

※�

会
場
の
使
用
料
が
か
か
る
場
合
は
、

申
し
込
み
を
し
た
方
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
お
す
す
め
す
る
お
店
を
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
募
集
し
、
登

別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対 

象
　
市
内
で
現
在
営
業
し
て
い
る

飲
食
店

テ 

ー
マ
　
家
族
で
行
き
た
い
、
登
別

市
内
の
お
す
す
め
飲
食
店

推
薦
店
舗
数
　
１
人
３
店
舗
ま
で

　
登
別
牛
、
ホ
エ
ー
で
育
て
た
の
ぼ

り
べ
つ
豚
、
登
別
産
エ
ゾ
シ
カ
肉
、

の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
、
登
別
チ
ー
ズ
を

使
い
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
や
製
品
の
提

供
を
行
う
飲
食
店
や
製
造
業
の
方
を

対
象
に
、
食
材
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し

ま
す

申 

し
込
み
　
農
林
水
産
グ
ル
ー
プ
備

え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

12
月
30
日
㈮
ま
で
に
提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
Ｇ

�

（
☎
�
２
３
２
１
）

対
象
　
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申 

し
込
み
　
開
催
予
定
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

応 

募
方
法
　
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
事
務
局
（
中
央
町
４
丁
目
11
・

商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
内
）
窓
口
な

ど
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
平
成
29
年
１

月
20
日
㈮
ま
で
に
同
事
務
局
や
各

支
所
な
ど
に
設
置
の
応
募
箱
に
投

函
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）

※�

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

※�
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
登
別

ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
詰
め
合
わ
せ

（
４
千
円
相
当
を
２
人
）
や
登
別

温
泉
で
使
え
る
宿
泊
券
（
１
万
円

分
を
１
人
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
同
事
務
局
（
商
工
労

政
Ｇ
内
・
☎
�
２
１
７
１
）

初
心
者
手
話
講
習
会

手
話
推
進
支
援
員
養
成
講
座

登
別
産
一
次
産
品
を
使
っ
て

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま

せ
ん
か

皆
さ
ん
が
お
す
す
め
す
る

登
別
の
飲
食
店
を
教
え
て

く
だ
さ
い

道営住宅入居者募集
●募集住宅（６戸）

▶受け付け期間・場所　12月５日㈪～６日㈫　９時30分～16時30分・登別市民会館
▶抽選会日時・場所　12月14日㈬10時・室蘭市中小企業センター　※抽選会は公開で行います。
▶問い合わせ　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎�７２４０）

団地名 棟番号 広さ・階数 面積 築年 住宅分類（※単身不可）
鷲 別 団 地 Ａ-202 ３LDK・２階 70.1平方㍍ 平成６年 一般世帯向け
登 別 東 町 団 地 Ａ-202 ３LDK・２階 73.7平方㍍ 平成７年 一般世帯向け
登 別 西 団 地 Ａ-  44 ３LDK・４階 69.6平方㍍ 昭和59年 一般世帯向け
登 別 西 団 地 Ｂ-  46 ４LDK・４階 74.2平方㍍ 昭和60年 一般世帯向け
若 山 団 地 Ｂ-402 ３LDK・４階 69.2平方㍍ 昭和64年 一般世帯向け
桜 木 団 地 Ｂ-  12 ３LDK・１階 78.1平方㍍ 平成８年 一般世帯向け

●申し込み要件
　 ▼一般世帯向け住宅　次の全ての要件に該当する方
　◦世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内でそれを証明できる方
　◦同居者がいる方
　◦�入居者と同居者が、『暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律』（暴力団対策法）
第２条第６号に規定する暴力団員でない方

　※詳しくは問い合わせください。
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介
護
施
設
な
ど
で
の
就
労
経
験
が

あ
り
、
現
在
介
護
業
務
に
つ
い
て
い

な
い
方
や
福
祉
や
介
護
の
仕
事
に
関

心
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
介
護
の
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修

を
市
内
介
護
事
業
所
と
連
携
し
て
実

施
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　

○�

１
月
23
日
㈪
・
30
日
㈪
９
時
～
12

時
30
分
・
婦
人
セ
ン
タ
ー

○�

１
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬
10
時
～
14

時
・
市
内
介
護
事
業
所

内 

容
　
尊
厳
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
職
員
に
求
め
ら
れ
る
視
点
の

理
解
、
介
護
施
設
で
の
見
学
実
習
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
　
１
月
16
日
㈪
ま
で
に
高

齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

案 

件
名
　
『
登
別
市
空
家
等
対
策
計

画
（
案
）
』

募 

集
期
間
　
12
月
１
日
㈭
か
ら
30
日

㈮
ま
で

閲 

覧
場
所
　
本
案
の
全
文
は
、
市
役

所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
各
支
所
、

市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、
市
立
図

書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分

館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
都
市

政
策
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

意 

見
の
提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
の
専
用
用
紙
か
任
意
の
用

紙
に
①
案
件
名
、
②
住
所
、
③
氏

名
、
④
電
話
番
号
、
⑤
意
見
を
記

入
し
、
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の

『
意
見
箱
』
に
投
函
す
る
か
、
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
思

�
８
２
８
６
、
Ｅ
メ
ー
ル
：t-sei�

saku@
city.noboribetsu.lg.jp

）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

意 

見
に
対
す
る
回
答
　
寄
せ
ら
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を

募
集
し
ま
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

職
場
体
験
研
修

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
閲
覧
場
所
に
閲
覧
フ
ァ
イ
ル

を
備
え
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥスタンプ販売中！
　日本工学院北海道専門学校の学生と市職員が制作した登別市ＰＲキャラク
ター『登

と

夢
む

くん』のＬＩＮＥスタンプを使ってみませんか？
　登別の魅力発信や登別市ＰＲキャラクターの周知にもなりますので、ぜひ
ご利用ください。
▶対象　ＬＩＮＥの利用者
▶スタンプの種類　１セット40種類
▶１セットの販売価格　120円または50ＬＩＮＥコイン
▶購入方法　次の２つの方法のいずれか
◦登夢くんＬＩＮＥスタンプＵＲＬ
　（http://line.me/S/sticker/1198716）
　にアクセスして購入
◦ＬＩＮＥ内のスタンプショップで『登別』と検索して購入
※支払方法はご利用の端末の販売会社などにご確認ください。
▶スタンプの問い合わせ　企画調整グループ（☎�６５８６）
※売り上げの一部は市のまちづくりに使います。

▼スタンプ一例

▲二次元バーコード
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平成２９年度採用 　登別市職員を募集します
問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

●採用職種・採用予定人数
職　　種 採用予定人数

事務　※社会人経験者 若干名
事務（情報処理）　　 １人程度
技術（土木）　　　　 ２人程度
社会福祉士　　　　　 ３人程度

●試験日時・場所
区　分 日　時 場　　所

第１次試験
平成29年
１月15日㈰
13時30分集合

北海道立道民活動センター
「かでる２・７」
（札幌市中央区北２条西
７丁目）

第２次試験 平成29年
２月予定 登別市役所

●試験の方法
区　分 試　　験　　科　　目

第１次試験 一般教養（事務　※社会人経験者の
み）、作文、適性検査

第２次試験 面接試験（予定）

●申込方法
受付期限 12月26日㈪まで

提出方法

人事・行政管理グループと各支所に備え付
け、または市ホームページに掲載の受験申
込書と受験票に必要事項を記入の上、人事
・行政管理グループ（〒059－8701登別市中
央町６丁目11）に、持参または郵送（12月
26日㈪必着）で提出してください。

●受験資格
職種 要　　　件 備　考

事務
※社会
人経験
者　　

� 　�会社員、自営業者、ア
ルバイト、パートタイ
マー、公務員などとし
て継続して２年以上の
職務経験があり、昭和
63年４月２日以降に生
まれた方

　在学中のアルバ
イトは不可

事務
（情報
処理）

1　�CCNA�Routing�and�
Switching資格を有し
ている、または平成28
年度中に取得見込みで、
昭和56年４月２日以降
に生まれた方

　ネットワークの
管理や保守、トラ
ブル発生時の原因
特定や対応などの
ほか、行政一般事
務にも従事2　�市長が１と同等の資格

があると認めた方

技術
（土木）

1　�１級土木施工管理技士
資格または１級建設機
械施工技師資格を有し
ている方、またはいず
れかの資格を平成28年
度中に取得見込で、昭
和56年４月２日以降に
生まれた方

2　�市長が１と同等の資格
があると認めた方

社会
福祉士

� 　�社会福祉士資格を有し
ている、または平成28
年度中に取得見込みで、
昭和61年４月２日以降
に生まれた方

　相談業務などの
専門業務のほか、
行政一般事務にも
従事

※�市は、障がいのある方の雇用促進に努めています。た
だし、受験できる方は、活字印刷文による試験に対応
できる方で、介助者なしで職務の遂行が可能な方とし
ます。
※�詳しい受験資格については、受験申込書に添付してい
る採用試験実施案内などでご確認ください。
※�採用時までに資格を取得しない場合、任命権者におい
て採用しないこととします。

25 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 平成29年１月21日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：阿

あ

部
べ

　洋
よう

介
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

平成29年１月13日
㈮までに市民サー
ビスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

12月22日㈭
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

12月21日㈬までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所
月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室蘭支局
（室蘭市入江町） 人権問題や家族問題、金銭トラブル、雇用や給与の問題、

いじめや体罰、差別など
札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）12月６日㈫

９時30分～12時30分 イオン登別店

障がいのある方の
就労相談窓口

12月15日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

12月８日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

12月15日㈭・16日㈮
17時30分～20時
12月17日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

成年後見制度に関
する定期巡回相談

12月13日㈫
10時30分～15時30分 市民会館 認知症や障がいなどで判断能

力が低下している方の財産管
理や契約手続きに関すること
など

室蘭成年後見支援
センター
（☎�５０６２）
※�月～土曜日の９時～
17時。

12月27日㈫
10時30分～15時30分 婦人センター

キャリアサポート
のぼりべつ
（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町３丁目）解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

12月16日㈮・21日㈬
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

一日行政相談所 12月15日㈭
10時～12時

登別郵便局
（ＪR幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎�６５８６）

おしごとアドバイザー
北海道労働局職業安定部

職業安定課

電話　
平日17時～22時
土・日曜日、祝日
10時～17時
メール（24時間）

電話やメール
相談 就職や転職の質問・相談

フリーダイヤル
（☎0120-987-754）
アドレス
(shitsumon@oshi�
goto.mhlw.go.jp)

26� 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
・
場
所
　

◦�

12
月
５
日
㈪
10
時
～
15
時
…
若
草

つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�
12
月
７
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

12
月
14
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

◦�

12
月
21
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
昼
食
の

持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内 

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

日
時
　
12
月
10
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内 

容
　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
の
製
作
、

絵
本
、
手
遊
び
、
遊
具
を
使
っ
た

自
由
遊
び

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日 

時
　
１
月
24
日
か
ら
２
月
21
日
ま

日 

時
　
12
月
10
日
㈯
10
時
30
分
～
12
　

時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内
容
　
し
ば
刈
り
と
た
き
火
体
験

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持 
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

飲
み
物
、
着
替
え
、
帽
子
、
カ
ッ

プ
、
箸
な
ど

申 

し
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

持
ち
物
　
上
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
12
月
９
日
㈮
10
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対 

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内 

容
　
子
ど
も
の
食
事
に
つ
い
て
栄

養
士
と
お
話

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み

時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
12
月
20
日
㈫
11
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内 

容
　
紙
と
テ
ー
プ
を
使
っ
た
簡
単

ツ
リ
ー
づ
く
り
に
挑
戦

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申 

し
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
楽
し
み
会

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
　

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

あ
そ
び
の
広
場
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

で
の
毎
週
火
曜
日
10
時
～
12
時

（
全
５
回
）

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対 

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内 

容
　
手
遊
び
、
職
員
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
運
動
遊
び
、
製

作
な
ど

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
12
月
12
日
㈪
か
ら
16

日
㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成28年８月１日～
９月５日生まれ）

１月26日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成28年３月生まれ）

１月19日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

１歳６カ月児健康診査
（平成27年６月生まれ）

１月25日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成25年11月19日～
12月31日生まれ）

１月12日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

１月11日㈬
９時20分～10時

乳幼児の発育・発達
・育児・栄養などの
相談

乳幼児健康相談� 診査

すくすく子育て　いきいき健康27

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



子
育
て
講
座
『
水
と
遊
ぼ
う
』

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話

12月４日㈰
９時～11時

サイトウ歯科医院� （☎㊸６６８６）
室蘭市日の出町２丁目16－11
愛歯科� （☎�１１８１）
登別市中央町２丁目12－12

12月11日㈰
９時～11時

柴田歯科高砂デンタルオフィス�（☎㊺８４８４）
室蘭市高砂町３丁目９－20
宮内歯科医院� （☎０１４２㉓４８１２）
伊達市鹿島町41

12月18日㈰
９時～11時

白鳥台歯科� （☎�５５６７）
室蘭市白鳥台５丁目３－43

12月23日㈮
９時～11時

すずき歯科医院� （☎㊻３４３４）
室蘭市高砂町５丁目12－15

12月25日㈰
９時～11時

高橋歯科クリニック� （☎�２２００）
室蘭市白鳥台４丁目20－５

12月31日㈯
９時～11時

みうら歯科� （☎�６３３０）
室蘭市港北町２丁目６－1
ヨシダ歯科� （☎�１８２０）
登別市若草町２丁目14－３
村上歯科医院� （☎０１４２㉓２０２１）
伊達市網代町35

12月の歯科救急医療

対 

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内 

容
　
子
育
て
講
座
『
優
し
く
、
楽

し
い
子
育
て
を
目
指
し
て
』
の
開

催
※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
の
製
作

※
栄
町
保
育
所
の
み
ゲ
ー
ム
遊
び

持
ち
物
　
上
靴
、
着
替
え

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所
　

◦
12
月
１
日
㈭
…
登
別
保
育
所

◦�

12
月
８
日
㈭
…
鷲
別
保
育
所
、
幌

別
東
保
育
所

◦�

12
月
15
日
㈭
…
富
士
保
育
所
、
栄

町
保
育
所

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
～
11

時
。

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

日 
時
　
12
月
22
日
㈭
14
時
30
分
～
16

時
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

も
可
能
）

内 

容
　
カ
ラ
フ
ル
い
な
り
・
マ
メ
な

水
餃
子
ス
ー
プ
・
き
な
粉
ト
リ
ュ

フ
の
調
理
、
豆
に
つ
い
て
の
講
話

定
員
　
各
日
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
300
円

持 

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
上
　

靴
申 

し
込
み
　
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
登

別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
・

北
山
さ
ん
（
☎
�
３
４
３
１
）

日
時
　
１
月
23
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
ら
く
あ

対 

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内 

容
　
水
深
15
㌢
㍍
か
ら
20
㌢
㍍
ま

で
の
プ
ー
ル
で
水
遊
び

持
ち
物
　

◦�

子
ど
も
…
水
着
、
水
泳
帽
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
水
遊
び
用
の
紙
パ
ン
ツ

（
必
要
な
場
合
の
み
）

◦�

大
人
…
水
着
か
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
半
ズ

ボ
ン
、
水
泳
帽
、
バ
ス
タ
オ
ル

※�

保
護
者
は
入
館
料
500
円
が
か
か
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 
し
込
み
　
12
月
19
日
㈪
か
ら
22
日

㈭
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日 

時
　
１
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯
10
時

～
12
時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

対 

象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
４
年
生
以
上
は
１
人
で
の
参
加

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

は
い
は
い
コ
ー
ス

食
育
お
や
こ
料
理
教
室

～
め
ざ
せ
ダ
イ
ズ
マ
ス
タ
ー
～

お
楽
し
み
デ
ー

『
ク
リ
ス
マ
ス
製
作
』

日
時
　
12
月
21
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対 

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
の
製
作

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

④
２
月
16
日
㈭
・
鷲
別
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
。

対
象

　�

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
以
上
の
方

※�

同
じ
年
度
内
に
特
定
健
診
・
健
康

診
査
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま

せ
ん
。

検
査
項
目

必�

須
項
目
　
身
体
・
血
圧
・
視
力
・

聴
力
測
定
、
尿
・
血
液
（
血
糖
、

脂
質
、
肝
・
腎
機
能
、
貧
血
）
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
大
腸
が
ん

検
診
（
便
潜
血
）
、
肺
が
ん
検
診

選�

択
項
目
　
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ

ム
）
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳

以
上
の
男
性
で
治
療
中
で
な
い
方
）

定 

員
　
①
か
ら
③
ま
で
は
各
日
60
人
、

④
は
30
人
（
申
し
込
み
順
）

検 

査
料
金
　
１
千
円
（
選
択
項
目
は

無
料
）

※�

保
険
税
（
料
）
の
滞
納
が
あ
る
方

は
、
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

持 

ち
物
　
特
定
健
診
ま
た
は
健
康
診

査
の
受
診
券

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 
し
込
み
　
12
月
７
日
㈬
か
ら
１
月

20
日
㈮
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
ま
た
は
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
託
児
料
含
む
）

申 

し
込
み
　
12
月
５
日
㈪
か
ら
16
日

㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た

21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

日 

時
　
12
月
13
日
㈫
13
時
～
15
時

場 

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
２
階
患
者
図
書
室

は
ぁ
と

対 

象
　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
と

そ
の
家
族

内 

容
　
患
者
同
士
の
語
り
合
い

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
同
病
院
・
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
㊼
４
３
３
７
）

日 

時
　
１
月
11
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
10
時
30
分
～
11

時
30
分
（
全
10
回
）

場 

所
　
お
に
ス
ポ
ス
タ
ジ
オ
（
ア
ー

ニ
ス
内
）

対 

象
　
４
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ

同
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い

お
母
さ
ん

内 

容
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
、
骨
格

メ
イ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
燃
焼
系

日 

時
　
１
月
18
日
㈬
15
時
（
開
場
14

時
30
分
）

場 

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

内 

容
　
膵す

い

臓ぞ
う

が
ん
の
診
断
と
そ
の
治

療
講 
師
　
同
病
院
消
化
器
内
科
長
・
藤ふ

じ

井い

重し
げ

之ゆ
き

医
師

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院

�
（
☎
㊼
４
４
０
４
）

月
日
・
場
所

①
２
月
13
日
㈪
・
市
民
会
館

②
２
月
14
日
㈫
・
婦
人
セ
ン
タ
ー

③
２
月
15
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

第
26
回
が
ん
サ
ロ
ン
は
ぁ
と

第
37
回
市
民
公
開

が
ん
セ
ミ
ナ
ー

千
円
ド
ッ
ク
を
受
診

し
ま
せ
ん
か

『
は
つ
ら
つ
マ
マ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
講
座
～
冬
コ
ー
ス
～
』

参
加
者
募
集

冬に流行する 病気 を予防しましょう
◎インフルエンザ
　感染すると、38度以上の発熱、頭痛、関
節痛、筋肉痛など全身の症状が突然現れ、
のどの痛み、鼻汁、咳などが出ます。
◦帰宅時、うがいや手洗いをする
◦部屋の湿度を50㌫から60㌫に保つ
◦十分な休養とバランス良く栄養をとる
◦人混みへの外出を控える
◦外出時はマスクを着用する
◦予防接種を受ける
◎ノロウイルス
　感染力が強く、吐き気や嘔吐、下痢、腹
痛が１・２日続き、回復後も数週間は、ふ
ん便の中にウイルスの排せつが続くことがあります。
◦しっかりと手を洗う
◦食品などは十分に加熱する
◦�ふん便や嘔吐物の処理には使い捨てのマスクと手袋を
着用する
◦�嘔吐物で汚れた床は、漂白剤を含ませた布で浸すよう
に拭き、じゅうたんなどは、85度で１分以上スチーム
アイロンをかける

問い合わせ　健康推進グループ（☎�０１００）

29 すくすく子育て　いきいき健康



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

12
月
号

日
時
・
内
容
　
12
月
３
日
㈯

①�

10
時
30
分
…
神
様
が
く
れ
た
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

②�

13
時
…
素
晴
ら
し
き
哉
、
人
生
！

場
所
　
市
立
図
書
館

対 

象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
、
②
は

ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
12
月
８
日
㈭
18
時

日
時
　
12
月
10
日
㈯
10
時
30
分
～

場
所
　
市
立
図
書
館

対 

象
　
年
長
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
年
長
児
は
保
護
者
同
伴
）

内 

容
　
画
用
紙
と
紙
皿
で
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
を
製
作

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
　
12
月
７
日
㈬
ま
で
に
市

立
図
書
館
（
☎
�
４
３
２
４
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
12
月

30
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
・
内
容
　
毎
週
日
曜
日

◦
中
国
語
・
10
時
～
11
時
30
分

◦
英
語
・
13
時
30
分
～
15
時

◦
韓
国
語
・
16
時
～
17
時
30
分

場
所
　
と
も
か
な

内 

容
　
日
常
会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル

を
目
指
す

参
加
料
　
１
回
500
円
（
学
生
無
料
）

問
い
合
わ
せ
　
と
も
か
な

�

（
☎
�
７
１
３
３
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

申 

し
込
み
　
12
月
15
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

場
所
　
市
立
図
書
館

内 

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
12
月
24
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
小
・
中
学
生

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み
　
12
月
15
日
㈭
か
ら
22
日

㈭
ま
で
に
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

期 

間
　
12
月
10
日
㈯
～
24
日
㈯
（
最

終
日
は
16
時
ま
で
）

場
所
　
市
立
図
書
館

日 

時
　
12
月
17
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
、
19
日
㈪
19
時
～
20
時
30
分

場
所
　
と
も
か
な

演
題
　
心
臓
の
仕
組
み
と
循
環

講 
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

㈰
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
12
月
17
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対 

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

申 

し
込
み
　
12
月
２
日
㈮
か
ら
13
日

㈫
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
12
月
14
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
12
月
17
日
㈯
14
時

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

映
画
会

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ

ク
リ
ス
マ
ス
工
作

市
立
図
書
館
休
館
情
報

日ひ

溜だ
ま

り
の
語
学
漬
け

お
は
な
し
会
と

お
正
月
か
ざ
り
の
工
作

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

『
小
・
中
学
生
の
読
書
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
』

展
示

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

お
餅
つ
き
と

郷
土
カ
ル
タ
と
り

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の

�

読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

『
小
・
中
学
生
の
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
・
読
書
感
想
画
コ

ン
ク
ー
ル
』
入
選
者
表
彰
式

　12月11日㈰は、水泳大
会のため終日全館休館し
ます。
▶問い合わせ　
　市民プール
　�（☎�５５
８８）

　『子宝もちつき舞』の披露や甘酒・おしるこ
のサービスを行います。
日時　１月１日㈰
　11時15分～12時
場所　泉源公園
問い合わせ　
　登別観光協会
　（☎�３３１１）

市民プール『らくあ』
全館休館のお知らせ

 元旦縁起もちつき 
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日
時
　
12
月
18
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
白
鳥
テ
ラ
ス
（
胆
振
幌
別
川
）

内 

容
　
大
白
鳥
や
マ
ガ
モ
を
探
す

問 

い
合
わ
せ
　
自
然
愛
好
グ
ル
ー
プ

ヨ
シ
キ
リ
の
会
・
伴ば

ん

野の

さ
ん

�

（
☎
�
７
５
１
５
）

日
時
　
12
月
20
日
㈫
13
時
～
15
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内 

容
　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な
ど
で
ク
リ

ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え
作
り

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
材
料
代
）

持 

ち
物
　
薄
手
の
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、

日
時
・
内
容
　

①
１
月
７
日
㈯
…
本
立
て
作
り

②
１
月
８
日
㈰
…
写
真
立
て
作
り

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
。

場
所
　
郷
土
資
料
館

対 

象
　
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定 

員
　
①
15
人
、
②
30
人
（
い
ず
れ

も
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
①
、
②
各
300
円

申 

し
込
み
　
12
月
９
日
㈮
か
ら
25
日

日 

時
　
１
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
９
時

～
11
時

場
所
　
青
葉
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
象
　
小
学
１
・
２
年
生

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
日
間
で
500
円

持
ち
物
　
ス
ケ
ー
ト
靴
な
ど

※�

無
料
の
貸
し
ス
ケ
ー
ト
靴
（
申
し

込
み
順
）
も
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み
　
青
葉
小
学
校
の
児
童
は

学
校
を
通
じ
て
申
し
込
み
、
青
葉

小
学
校
以
外
の
児
童
は
12
月
29
日

㈭
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

日 

時
　
１
月
18
日
㈬
～
４
月
17
日
㈪

９
時
15
分
～
15
時
45
分

場
所
　
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

内 

容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
、
ワ
ー
プ

ロ
、
表
計
算
、
職
業
能
力
開
発
講

習
定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

受
講
者
が
募
集
定
員
の
半
数
に
満

た
な
い
場
合
、
訓
練
の
実
施
を
中

止
し
ま
す
。

参
加
料
　
２
千
160
円
（
教
科
書
代
）

※�

職
業
訓
練
受
講
手
当
、
通
所
手
当

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
　
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
㉒
８
６
８
９
）

場 

所
　
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
通
り
（
東
町

２
丁
目
３

－

２
）

対
象
　
起
業
し
た
い
方

内
容
　
一
年
間
の
家
賃
免
除
な
ど

※
水
道
光
熱
費
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

※�

そ
の
ほ
か
、
日
曜
日
や
祝
日
の
み

の
短
期
利
用
も
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
登
別
商
店
会
・
成
田

さ
ん
（
☎
090

－

３
３
９
６

－

３
６

０
４
）

問 

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
・
鳥
山
さ
ん

　
（
☎
070

－

５
６
０
１

－

７
９
６
８
）

㈰
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

剪
定
ば
さ
み
、
筆
記
用
具

申 

し
込
み
　
12
月
５
日
㈪
か
ら
９
日

㈮
ま
で
に
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９
５

８
）

幌
別
川
バ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

冬
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

冬
休
み
工
作
教
室

初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
募
集

起
業
に
挑
戦

『
登
別
商
店
会
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
』
入
店
者
募
集

登別スキー連盟　ジュニアレーシング
　基礎からアルペン競技までを中心とし
たスキークラブです。
▶ 活動日　12月下旬～３月下旬の土・日
曜日・祝日、年末年始

▶ 場所　カルルス温泉サンライバスキー
場

▶ 対象　一人でリフトの乗り降りができ
る小学生から中学生まで

▶ 会費　15,000円（保険料を含む、リフ
ト代別途）

▶ 問い合わせ　19時から21時までに同連
盟・杉本さん（☎�１９４４）

場所　カルルス温泉サンライバスキー場
対 象　一人でリフトに乗車でき、滑走で
きる小学生以上

申 し込み　申し込みたい教室の開催初日
の７日前までに、電話またはファクス、
Ｅメールで同事務局・佐藤さん（☎
090－1527－8326、思０１４２�３９
７７、Ｅメール：johntada@guitar.
ocn.ne.jp）に、氏 名・性 別・年 齢
（学年）・連絡先を連絡。
※別途リフト券などが必要です。

正月３日間コース
日時　１月２日㈪～４日㈬
定員　①�小・中学生…30人（申し込み

順）
　　　②�高校生以上…10人（申し込み

順）
参加料　①7,500円、②10,500円

土曜サタデー教室
日 時　１月７日から２月４日までの毎
週土曜日10時～15時（全５回）

定員　20人（申し込み順）
参 加料　小・中学生12,500円、高校生
以上17,500円

日曜サンデー教室
日 時　１月８日から２月５日までの毎
週日曜日10時～15時（全５回）

定員　20人（申し込み順）
参 加料　小・中学生12,500円、高校生
以上17,500円

�

 会 員 募 集  

登別スキー連盟主催
スキー教室

31 わくわくおでかけナビゲーション



申し込み・問い合わせ☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

日時　12月９日㈮10時～12時
内容　いろいろな葉で色紙大の絵を描きます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料代）

葉画教室（高
た か

野
の

　恵
け い

子
こ

講師） 日時　毎週月曜日19時30分～20時15分
内 容　体のゆがみや痛み、力みなどの原因にもな
る骨盤を正しい位置に整え、美しい脚や姿勢を
つくる骨格バランストレーニング

定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　希望日の前日までにのぼりん

女性のためのナイトリフレッシュ

日時　12月19日㈪13時～17時
対 象　遺言の書き方を学びたい方、書いた遺言書
に問題がないか不安の方

※専門家に相談している方は対象外です。
定員　７人（申し込み順）
参加料　500円（資料代）

遺言書作成講座（安
あ

部
べ

　裕
ゆ う

一
い ち

講師）

日時　12月17日㈯10時～12時
内容　粘土で花瓶やコップを作ります
定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円（粘土、上薬、焼き代）
持ち物　手拭い

陶芸教室（佐
さ

藤
と う

　彰
あきら

講師）

日時　12月24日㈯10時～12時
内容　正月用の花を生けます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,500円（花代）
持 ち物　剣山、はさみ、花器（ない
方はどんぶりなどの大きめの食器）

申し込み　12月15日㈭までにのぼりん

生け花教室（講師・登別華道連盟）

日時　12月14日㈬10時～12時
内容　楷書や行書を学びます
定員　10人（申し込み順）
持ち物　硯、墨液、筆（大・小）、文鎮など

初心者書道教室（成
な り

田
た

　成
せ い

峰
ほ う

講師）

日時　12月13日㈫９時～12時
内容　登別の歴史を学びます
定員　20人（既受講者優先で申し込み順）

登別歴史散歩（よりみち篇）
全５回中第５回（街

か い

道
ど う

　重
し げ

昭
あ き

講師）
日時　毎週金曜日19時45分～20時30分
内容　ヨガ体験
定員　10人
参加料　500円

ヨガ教室

日時　12月８日㈭13時30分～15時
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
持ち物　動きやすい服装（手足にお灸をします）

ツボ押しとお灸体験（登別お灸倶
ク

楽
ラ

部
ブ

主催）

のぼりんイベント

のぼりんナイトカルチャー

日時　12月17日㈯10時～12時
定員　10人（申し込み順）
申し込み　同会・櫻井さん（☎�９１５４）

整
せ い

膚
ふ

つまみボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 ₅ 6 ₉

　まきを使ったダッチオーブンや山の道具などで
アウトドア料理を楽しみます。
日時　12月７日㈬10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　800円
持ち物　汚れてもよい服装、軍手、防寒着など
申し込み　12月４日㈰までにふぉれすと鉱山

たまにはアウトドアライフ

　ふぉれすと鉱山の田んぼでとれた稲を使ってお
正月に飾るしめ縄を作ります。
日時　12月11日㈰10時～15時
対象　小学４年生から中学１年生まで
参加料　200円
持 ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着、昼
食、飲み物、雨具、軍手

申し込み　12月８日㈭までにふぉれすと鉱山

山の学校

　冬ならではの自然をガイドがご案内します。
日時　12月14日㈬10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着など
申し込み　12月13日㈫までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク

　スノーシューやスノーハイク、歩くスキーなど、
冬遊びの道具を紹介します。
日時　12月17日㈯10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　100円
申し込み　12月16日㈮までにふぉれすと鉱山

冬あそび入門

　森を散歩しながら、クリスマスツリーにする木
と飾りにする素材を探しに行きます。きょうだい
での参加も可能です。
日時　12月18日㈰10時～13時
対象　３歳から６歳までの子どもとその保護者
参加料　200円
持 ち物　野外で活動できる服装と靴、着替え、上
靴、帽子、リュック、飲み物、昼食など

申し込み　12月15日㈭までにふぉれすと鉱山

森のようちえん

　冬へと移り変わる里山の手入れをしたあと、ク
リスマスパーティーを行います。
日時　12月24日㈯10時～12時
参加料　200円（18歳以下の方100円）
持 ち物　野外で活動できる服装、防寒着、長靴、
帽子、タオル、軍手、雨具

申し込み　12月23日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日

　自然素材を使った小物作りや絵本の読み聞かせ、
イルミネーション点灯などを楽しみます。
日時　12月23日㈮13時～16時30分
持ち物　動きやすい服装
※参加料はイベントにより異なります。
※当日、直接会場にお越しください。

コーザンクリスマスナイト

　誰でもいつでも遊べる遊び場を充実させている
ほか、子どもから大人まで楽しめるイベントや日
替わりプログラムを用意しています。
期間　１月13日㈮～15日㈰10時～15時
持ち物　野外で活動できる防寒着など
※�参加するプログラムによって、申し込みの有無
や参加料が異なりますので、詳しくは問い合わ
せください。

冬休みスペシャルウィーク

33 わくわくおでかけナビゲーション



今月の新着図書
市立図書館
☎�4324

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は 6 カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。
▶登録できないもの
　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

若いチカラが登別の未来を創る

こどものほん

ゆずります（売ります）

●卓上電動糸切りのこ●加湿器●電動ミシン●電子ピアノ●収納
箱（プラスチック製・50㌢㍍×35㌢㍍×28㌢㍍）●衣装用ケース
（プラスチック製・半透明・ふた付き）●押入れたんす（３段×
２個）●健康マット（シングル）●２段ベッド（大人用、木製）
●スチール机（椅子付き）●学習机（木製）●習字教材一式（す
ずり・墨・小筆・水差し・文鎮、箱付き）●バスケットゴール
（子ども用）●果実酒用容器（1.8㍑）●スキー用手袋（Ｌサイズ）
●キャットタワー

ゆずってください（買います）

●空気清浄器（100㌢㍍×20㌢㍍）●餅つき器（味噌羽根付き一
升用）●電動草刈り機●山菜取り用リュック●スキー用バッグ●
ガスコンロ（プロパンガス用）●登別青嶺高校男子制服（Ｍサイ
ズ）●地球儀

11
月
４
日
㈮
、
電
気
工
学
科
の
１

年
生
が
、
北
海
道
電
力
㈱
伊
達
発
電

所
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

伊
達
発
電
所
で
行
っ
て
い
る
火
力

発
電
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
に
構
内
を
見
学
し
、
ボ
イ
ラ
や

タ
ー
ビ
ン
、
煙
突
な
ど
の
設
備
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
達
発
電
所
の
構
内
に
数

年
前
に
建
設
さ
れ
た
『
伊
達
ソ
ー
ラ

ー
発
電
所
』
を
見
学
し
ま
し
た
。
肌

寒
い
気
温
の
中
で
し
た
が
、
屋
外
に

設
置
さ
れ
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

普
段
、
見
る
機
会
の
少
な
い
設
備

を
見
学
す
る
こ
と
で
、
電
気
に
対
す

る
理
解
を
よ
り
深
め
ま
し
た
。

日
時

・
12
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯

　
10
時
30
分
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

発
電
所
見
学

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学
』
の
ご
案
内▲�クリスマスをイメージした校内の装飾

（写真は昨年の装飾）

▲�伊達発電所の事務所で、火力発電の概
要について説明を受ける学生

12
月
17
日
㈯
開
催
の
『
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体
験
入
学
』
は
ク
リ

ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
す
。

校
内
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
装
飾
を
し
て
い
る
ほ
か
、
ラ
ン

チ
や
体
験
実
習
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ク
リ

ス
マ
ス
仕
様
に
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
高
校
生
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

氷の轍
わだち

桜
さくら

木
ぎ

　紫
し

乃
の

�著

　釧路市の海岸で男性の他殺死体
が発見された。北海道警察釧路方
面本部刑事第一課の大

だい

門
もん

真
ま

由
ゆ

は、
被害者の自宅で北原白秋の詩集
「白

はっ

金
きん

之
の

獨
こ

樂
ま

」を発見し…。
◇蜜蜂と遠雷 � 恩

おん

田
だ

　　陸
りく

�著
◇湖底の城 ７巻� 宮

みや

城
ぎ

谷
たに

昌
まさ

光
みつ

�著
◇ロレンスがいたアラビア上・下� スコット・アンダーソン�著

ぼくたちが越
こ

してきた日
ひ

からそいつはそこにいた

　大
お と な

人の犬
いぬ

に名
な

前
まえ

をつけるのは難
むずか

しい。一
いっ

家
か

が引
ひ

っ越
こ

してきたその
日
ひ

から、庭
にわ

にいた大
おお

型
がた

犬
けん

。食
た

べ物
もの

をあげても、話
はな

しかけてみても、
その犬

いぬ

はただ何
なに

かを待
ま

っていて…。
少
しょう

年
ねん

と犬
いぬ

との触
ふ

れ合
あ

いを描
えが

いた絵
え

本
ほん

。

エドワード・ゴーリー�絵

◇きょうはそらにまるいつき� 荒
あら

井
い

　良
りょう

二
じ

�著
◇私

わたし

のスポットライト 児
じ

童
どう

書
しょ

版
ばん

� 林
はやし

　真
ま

理
り

子
こ

�著
◇おめでたこぶた その３� アリソン・アトリー�作
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

台
風
一
過
の
海
沿
い
清
掃
活
動

43
年
続
く
町
内
会
の
運
動
会

資
源
回
収
で
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
新
生
北
町
内
会
は
、
今
年
度
組
織

し
た
町
内
会
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
地
域
は
、
低
地
と
高
台

に
住
宅
が
あ
る
の
で
、
大
津
波
警
報

や
土
砂
災
害
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ

と
を
想
定
し
て
訓
練
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
津
波
発
生
時
の
避
難

経
路
を
確
認
し
た
ほ
か
、
土
砂
災
害

時
の
避
難
の
所
要
時
間
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
富
浜
町
内
会
は
、
台
風
10
号
に
よ

っ
て
海
沿
い
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
海
沿
い
に
住
む
町
内
会
員
だ
け
で

は
な
く
、
町
内
会
員
一
丸
と
な
っ
て

行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
海
岸
沿
い
は
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
よ
く
利
用
さ
れ
る
場
所
で

す
。
台
風
に
よ
る
ご
み
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
央
新
生
町
内
会
は
、
伝
統
行
事

で
あ
る
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
幼
児
か
ら
96
歳
の
方
ま
で
多

く
の
人
が
参
加
し
、
『
紅
白
リ
レ
ー
』

や
親
が
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
『
親
子
競
争
』
な
ど
11

種
目
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
運
動
会
終
了
後
は
、
昼
食
を
兼
ね

た
懇
親
会
を
参
加
者
全
員
で
行
い
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
楽
し
い
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
草
第
二
町
内
会
は
、
毎
月
第
４

日
曜
日
を
『
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
』

と
定
め
、
新
聞
紙
や
雑
誌
、
空
き
瓶

な
ど
を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
し
て

い
ま
す
。

　
回
収
さ
れ
た
資
源
の
益
金
は
、
町

内
会
の
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
資
金

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
町
内
会
の
街
灯
の
８
割

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
町
内
会
の
周
辺
は

以
前
よ
り
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

新
生
北
町
内
会

�

会
長
　
合ご

う

田だ

　
和か

ず

彦ひ
こ

　
　

富
浜
町
内
会

�

会
長
　
亀か

め

山や
ま

　
秀し

ゅ
う

一い
ち

　
　

中
央
新
生
町
内
会

�

会
長
　
今こ

ん

　
　
平ひ

ら

人と

　
　

若
草
第
二
町
内
会

�

会
長
　
南み

な
み

　
　
行ゆ

き

雄お
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人のうごき（平成28年10月末日現在）／人口49,490（－36）世帯24,966（－6）（　）は前月比

▶日時　平成29年２月12日㈰
▶ 場所　大滝総合運動公園ほか
▶ 種目・参加料　歩くスキー…３・
５・７㌔㍍・1,000円、スキーマ
ラソン…15㌔㍍（性別・年齢区分
あり）・2,500円

▶ 申し込み　12月30日㈮までに事務
局などに備え付けの専用申込書ま
たは１月６日㈮までにウェブサイ
ト（http://runnet.jp/）で提出

※詳しくは問い合わせください。
▶問い合わせ　同実行委員会事務局
� （☎０１４２�６１１１）

産直　白老牛・農産物フェア 第27回おおたき国際スキーマラソン
参加者募集

だんパラスキー場
12月23日㈮オープン（予定）

▶ 営業時間　９時～21時（12月31日
と平成29年１月１日は15時まで）

▶リフト料金
◦�日中券…一般2,000円、高校生
1,800円、中学生以下1,600円
◦�12回券…一般1,600円、高校生
1,500円、中学生以下1,300円
※�お得な２時間券やシーズン券など
もあります。詳しくはホームペー
ジをご覧になるか、問い合わせく
ださい。

▶問い合わせ　だんパラスキー場
� （☎㊸５６００）

　地元で生産・肥育された白老牛を
より広く知っていただくため格安で
ご提供するほか、農産物や新米など
を販売する毎年恒例のイベントです。
▶日時　12月10日㈯９時～11時
▶ 場所　ＪＡとまこまい広域白老支
所駐車場

▶ 内容　白老牛、白老牛コロッケ、
白老産和牛ハンバーグ、農産物
（豆、ゴボウ、長イモなど）、た
んとう米・雪

ゆき

瑞
みず

穂
ほ

・もち米など
▶ 問い合わせ　ＪＡとまこまい広域
白老支所（☎０１４４�２２６６）

12月17日（土）オープン

カルルス温泉

サンライバスキー場

※このほか、さまざまなイベントをご用意しています。

▶問い合わせ　
　カルルス温泉サンライバスキー場
 （☎�２８７２）

営業期間・時間
12月17日㈯～平成29年３月20日㈪
９時～16時（土・日曜日、祝日は17時まで）
※�積雪状況によりオープン期間を変更することが
あります。詳しくはスキー場に問い合わせくだ
さい。

『手ぶらでいぶり』
～スキー・スノーボードフルセットレンタル～

対象　胆振地域に居住する方
料金　
●４時間券1,500円（子どもも同額）
　※通常8,400円（子ども6,600円）
●１日券2,400円（子どもも同額）
　※通常10,900円（子ども8,400円）

バレンタインデー・ホワイトデー割引
月日　�２月11日㈯・12日㈰、３月11日㈯・

12日㈰
対象　カップル（親子も対象）
※ペアーリフトに一緒に乗車
　することが原則です。
料金　１日券が２人で3,000円

ひな祭り　女性特別割引
月日　３月３日㈮
内容　１日券が半額

リフト料金
（子どもは４歳から小学生まで。３歳以下は無料）

種別 料金 備考大人 子ども
１回券 230円 190円
11回券 2,300円 1,900円
４時間券 2,300円 1,900円
６時間券 2,600円 2,100円
１日券 3,000円 2,400円
シルバー券（６時間） 2,300円 ― 60歳以上
団体割引（６時間） 2,400円 1,900円 10人以上
団体割引（１日） 2,700円 2,100円 10人以上

ちびっこ集まれスキー・ボード初体験
月日　１月７日㈯
対 象　登別・白老・室蘭に居住する小学１年生以
下の子ども

定 員　午前の部（10時～12時）・午後の部（13時
～15時）各25人
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